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第１章 計画の概要

１ 計画策定の背景及び趣旨 

      ２ 計画の位置づけ 

      ３ 計画の期間 

      ４ 本計画におけるスポーツの定義 

第１章 計画の概要       

-1-



第１章 計画の概要

計画の概要 

１ 計画策定の背景及び趣旨                          

スポーツ基本法においては、スポーツは、世界共通の人類の文化であり、国民が生涯にわたり心身

ともに健康で文化的な生活を営む上で不可欠なものであるとともに、スポーツを通じて幸福で豊か

な生活を営むことは全ての人々の権利であるとされています。 

近年、少子高齢化やライフスタイルの変化、人間関係の希薄化による地域社会の変化など、急激

な社会情勢の変化の中、スポーツを通じた地域コミュニティの活性化、スポーツを活用した交流人

口の増加や地域活性化といった、社会的効果への期待も高まっています。 

国は、スポーツ基本法（平成 23 年法律第 78 号）に基づくスポーツ基本計画により、スポーツ

を「する」「みる」「ささえる」ことで誰もがスポーツの価値を享受できるものとし、「する」「みる」

「ささえる」スポーツ参画人口の拡大へ取り組んできました。また、令和４年度（2022 年度）か

ら令和８年度（2026 年度）までの５か年を計画期間とする「第３期スポーツ基本計画」では、東

京 2020 の遺産を生かしながら、国民が「する」「みる」「ささえる」ことを真に実現できる社会を

目指し、スポーツを「つくる／はぐくむ」、スポーツで「あつまり、ともに、つながる」、スポーツに

「誰もがアクセスできる」の３つの視点を新たに掲げ、施策を展開しています。 

また、岩手県では、令和６年度（2024 年度）から令和 10 年度（2028 年度）までの５か年を

計画期間とする第２期岩手県スポーツ推進計画を策定し、「スポーツの推進による県民誰もが健やか

で輝く岩手の創造」を目指す姿として、施策を展開しています。 

本市においては、令和６年度（2024 年度）に令和８年度（2026 年度）からの 10 年間のまち

づくりの指針となる次期一関市総合計画構想を策定し、「ひとりひとりが輝く 挑戦しつづけるまち 

いちのせき」を目指すまちの将来像とました。また、令和７年度（2025 年度）に一関市総合計画

前期基本計画（計画期間：令和８年度（2026 年度）から令和 12 年度（2030 年度）まで）を策

定し、各分野別計画による施策を進めることとしています。 

この度、本市のスポーツ施策の個別計画である一関市スポーツ推進計画の計画期間が令和７年度

（2025 年度）で終了することから、これまでの基本理念を継承・展開する「第２期一関市スポー

ツ推進計画（計画期間：令和８年度（2026 年度）から令和 12 年度（2030 年度）まで）」を策定

し、スポーツ推進の施策に取り組むものです。 

第１章 
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第１章 計画の概要

２ 計画の位置づけ                             

本計画は、スポーツの施策に関する基本事項を定めた「スポーツ基本法」（平成 23 年８月施行）

の第 10 条に規定されている「地方スポーツ推進計画」として策定するもので、本市におけるスポ

ーツの推進の基本的な方向性を示すものです。 

また、「一関市総合計画」を上位計画として、本市が目指すまちづくりの実現に向け、本市のスポ

ーツに関する施策や事業を具体的に示す個別計画です。 

スポーツ基本法の規定に基づき、ス

ポーツに関する施策の総合的かつ計

画的な推進を図るための重要な指針

として位置づけられるもの 

第３期スポーツ基本計画 
一関市総合計画前期基本計画 

＜将来像＞ 

 ひとりひとりが輝く 挑戦しつづけるまち いちのせき 

 【基本目標】 

  ・いちのせきで「いきる」ひかり輝く「ひとづくり」 

  ・いちのせきで「くらす」・「つどう」暮らしやすさを感じる「まちづくり」 

  ・いちのせきで「はたらく」やりたいことが実現できる「しごとづくり」 

 【基本目標の相互作用】 

「ひとづくり」「まちづくり」「しごとづくり」の循環による効果 

～「ひと」が「まち」をつくり、「まち」に「しごと」が生まれる～ 

第２期一関市スポーツ推進計画 

（令和８年度～令和 12 年度）

スポーツの推進により、県民の幸福

で豊かな暮らしが実現するよう、県

民をはじめ市町村やスポーツ関連団

体と連携・協働し、県が総合的かつ計

画的に取り組む施策を示すもの 

第２期岩手県スポーツ推進計画

-3-



第１章 計画の概要

３ 計画の期間                                 

計画の期間は、令和８年度（2026 年度）を初年度とし、令和 12 年度（2030 年度）までの５

か年とします。 

計画の進行管理と見直しは、一関市スポーツ推進審議会が行います。 

～令和７年度 

（～202５年度） 

令和８年度 

（2026 年度） 

令和９年度 

（2027 年度）

令和 10 年度 

（2028 年度）

令和 11 年度 

（2029 年度）

令和 12 年度 

（2030 年度）

４ 本計画におけるスポーツの定義                       

スポーツ基本法では、 

「スポーツは、心身の健全な発達、健康及び体力の保持増進、精神的な充足感の獲得、自律心その

他の精神の涵(かん)養等のために個人又は集団で行われる運動競技その他の身体活動」であるとされ

ています。 

本計画では、スポーツをこの定義と同様に捉え、一定のルールに則り勝敗や記録を競う競技とし

ての活動のほか、レクリエーションとして仲間と気軽に楽しみながら身体を動かす活動、ジョギン

グ、体操、散歩、健康や体力づくりを意識しながら行う身体活動なども、「スポーツ」として定義す

ることとします。 

一関市総合計画 

後期基本計画（５年間）

一関市スポーツ推進

計画（５年間）
第２期一関市スポーツ推進計画（５年間） 

一関市総合計画 

前期基本計画（５年間） 

第３期スポーツ基本計画 

（令和４年度～令和８年度） ・・・・・・・・・・・・・・
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第２章 本市のスポーツの現状と課題

 １ 市民のスポーツ活動について 

      ２ 競技スポーツについて 

      ３ スポーツ関係団体について 

      ４ スポーツ施設について 

      ５ スポーツを通じた交流について 

６ 市のスポーツの推進に対するニーズ 

      ７ 前計画の主な成果のまとめ 

第２章 本市のスポーツを取り巻く現状と課題 
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第２章 本市のスポーツの現状と課題

本市のスポーツを取り巻く現状と課題 

１ 市民のスポーツ活動について                        

１－１ スポーツをしている市民の割合

令和７年度に、18 歳以上の市民を対象に実施した「スポーツ活動・施設のあり方に関する意識調査」

の結果（以下「アンケート結果」という。）では、日常的にスポーツをしている人（週に数回程度以上

スポーツを行っている人①＋②）の割合は 24.7％であり、日常的にスポーツをしていない人（ほとん

ど行っていない、と全く行っていない人⑤＋⑥）の割合は 51.6％となっています。 

前回（令和２年度）に実施したアンケート調査では、日常的にスポーツをしている人（週に数回程度

以上スポーツを行っている人）の割合が 28.8％であったので、５年前より減少している結果となって

います。 

また、年代別では 30 代から 50 代のスポーツを行っている割合が低くなっています。 

また、日常的にスポーツをしている人（27.4％）の理由（複数回答）は、多い順に、「健康・体力の

維持（91.5％）」、「楽しいから、好きだから（53.7％）」、「ストレス解消、気分転換（47.9％）」とな

っています。 

主に行っているスポーツは、「散歩やウォーキング、徒歩での通勤・通学・買い物」が 33.7％で最

〇スポーツをしている人の割合 （％）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

毎日
週に数回

程度

月に数回

程度

年に数回

程度

ほとんど

行っていな

い

全く行って

いない
無回答

全体 5.1 19.6 11.5 10.7 26.9 24.7 1.6

10代 0.0 57.1 14.3 0.0 14.3 14.3 0.0

20代 3.1 31.3 15.6 6.3 25.0 18.8 0.0

30代 1.8 19.6 12.5 16.1 28.6 21.4 0.0

40代 1.0 18.6 11.3 9.3 28.9 29.9 1.0

50代 6.0 14.2 14.2 9.0 27.6 28.4 0.7

60代 5.1 23.4 10.9 10.3 23.4 25.1 1.7

70代以上 8.2 16.4 9.3 12.6 29.0 21.3 3.3

資料：令和７年度「スポーツ活動・施設のあり方に関する意識調査」

第２章 
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第２章 本市のスポーツの現状と課題

も多く、次いで「競技スポーツ」が 16.6％となっています。 

一方、日常的にスポーツをしていない人（63.4％）がスポーツをあまりしていない理由は、「仕事や

家事、育児などで時間がない（51.2％）」が最も多くなっています。 

 条件が整えばやってみたいと思うスポーツでは、「散歩やウォーキング、徒歩での通勤・通学・買い

物」（34.6％）、「器具や機器を利用したトレーニング」（28.3％）の割合が多くなっています。 

１－２ スポーツをみている市民の割合 

アンケート結果では、日常的にスポーツをみている人（週に数回程度以上スポーツをみている人①

＋②）の割合は 39.4％であり、日常的にスポーツをみていない人（ほとんど行っていない、と全く行

っていない人⑤＋⑥）の割合は 27.3％となっています。 

また、日常的にスポーツをみている人（52.8％）の理由（複数回答）は、多い順に、「好きな種目・

競技があるから（74.0％）」、「好きなチームや選手を応援したいから（50.3％）」、「選手のプレーや試

合展開に感動・興奮できるから（47.2％）」となっています。 

主にみているスポーツは、「野球・ソフトボール」が 65.4％で最も多く、次いで「バレーボール」

が 38.5％、「マラソン（駅伝含む）」が 30.2％となっています。 

一方、日常的にスポーツをみていない人（38.0％）がスポーツをあまりみない理由は、「関心がない

から（48.1％）」が最も多く、次いで「仕事や家事、育児などで時間がないから（33.1％）」、「自分の

生活時間と合わないから（32.3％）」となっています。 

〇スポーツをみている人の割合 （％）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

毎日
週に数回

程度

月に数回

程度

年に数回

程度

ほとんど

行っていな

い

全く行って

いない
無回答

全体 12.0 27.4 15.5 16.6 14.2 13.1 1.2

10代 14.3 28.6 0.0 14.3 42.9 0.0 0.0

20代 6.3 9.4 21.9 37.5 12.5 9.4 3.1

30代 1.8 33.9 16.1 12.5 14.3 21.4 0.0

40代 4.1 34.0 19.6 12.4 14.4 15.5 0.0

50代 8.2 23.1 15.7 23.1 17.2 11.2 1.5

60代 14.9 30.9 12.6 14.9 13.1 12.0 1.7

70代以上 20.2 25.1 15.3 13.7 12.0 12.6 1.1

資料：令和７年度「スポーツ活動・施設のあり方に関する意識調査」

-7-



第２章 本市のスポーツの現状と課題

１－３ スポーツをささえている市民の割合 

アンケート結果では、日常的にスポーツをささえている人（週に数回程度以上スポーツをささえて

いる人①＋②）の割合は 6.4％であり、日常的にスポーツをささえる活動をしていない人（ほとんど行

っていない、と全く行っていない人⑤＋⑥の割合は 76.9％となっています。 

また、日常的にスポーツをささえている人（11.5％）の理由（複数回答）は、多い順に、「何か社会

の役に立ちたいから（6.7％）」、「職場や学校、地域などの行事の一環として（6.0％）」、「自分の能力

や技術、経験を生かしたいから（5.3％）」となっています。 

■課題■ 

〇スポーツをささえている人の割合 （％）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

毎日
週に数回

程度

月に数回

程度

年に数回

程度

ほとんど

行っていな

い

全く行って

いない
無回答

全体 0.3 6.1 3.9 9.1 24.8 52.1 3.6

10代 0.0 0.0 0.0 14.3 14.3 71.4 0.0

20代 0.0 3.1 3.1 9.4 25.0 56.3 3.1

30代 0.0 16.1 7.1 5.4 21.4 50.0 0.0

40代 1.0 15.5 8.2 3.1 24.7 47.4 0.0

50代 0.0 6.0 2.2 10.4 18.7 58.2 4.5

60代 0.0 1.7 2.3 12.0 26.3 53.1 4.6

70代以上 0.5 3.3 3.8 9.3 29.5 48.1 5.5

資料：令和７年度「スポーツ活動・施設のあり方に関する意識調査」

○ 市民のスポーツ実施率は、前回調査時から減少しており、特に 30 代から 50 代の就労世

代、子育て世代においてスポーツ実施率が低い状況となっている。 

○ 健康増進のためには、継続的な運動が効果的であり、スポーツをする目的として、健康・体

力の維持のニーズが高い一方、日常的にスポーツを行っていない人の割合が高い。 

○ やってみたいスポーツとして、「気軽に行え、健康につながるスポーツ活動」のニーズが高

かったが、気軽にスポーツに取り組める機会が充分にない。 

○ スポーツをささえる活動を行っている人の割合は低い傾向となっており、各スポーツ団体

の担い手となる人材の不足、組織の弱体化が懸念される。 
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第２章 本市のスポーツの現状と課題

１－４ スポーツ教室などの開催 

本市では、市民のスポーツ活動を推進するため、スポーツ施設の指定管理者である（一社）一関市ス

ポーツ協会が様々なスポーツ教室やスポーツ・レクリエーション普及事業を実施しています。

スポーツ教室 

（生涯スポーツ推進事業） 

エアロビクス、ヨガ、バレトン、ピラティス、アクアウォーキング、ジュ

ニア体操、幼児親子体操、ジュニア水泳、幼児スイミング など 

スポーツ・レクリエーション

普及事業 

市民マラソン大会、市民体育大会、ソフトボール大会、ソフトバレーボー

ル大会、駅伝競走大会、ボッチャ大会 など           

●事業実績

年度 スポーツ教室 延べ参加人数 
スポーツ・レクリエ

ーション普及事業 
延べ参加人数 

令 和 ４ 年 度 32 教室 2,337 人 24 事業 3,892 人 

令 和 ５ 年 度 33 教室 2,136 人 31 事業 7,331 人 

令 和 ６ 年 度 33 教室 2,346 人 35 事業 8,160 人 

アンケート結果では、「実施していることは知っているが参加したことはない（43.4％）」、「実施し

ていることを知らない（31.7％）」と回答した人が、合わせて 75.1％となっております。 

参加したことがない人の理由は、「都合が合わない（40.4％）」が最も多く、続いて「興味がない

（27.6％）」となっています 

今後、実施してほしいものは、「小中高生、初心者、高齢者などの段階に応じた教室や行事」が多く

なっています。 

 あなたが参加してみたい、あるいは今後実施して欲しいスポーツ教室等はありますか （複数回答可）

選択肢 割合（％） 

1. 競技スポーツの教室 14.6% 

2. ニュースポーツの教室 15.5% 

3. ヨガ・エアロビクスなどの教室 18.8% 

4. 親子で楽しめるもの 10.8% 

5. 小中高生、初心者、高齢者などの段階に応じた教室や行事 24.1% 

6. 健常者も障がいのある人も一緒に参加できるもの 14.5% 

7. その他 2.2% 

8. 特にない 35.0% 

無回答 2.8% 

■課題■ 

○ スポーツ教室を実施していることを知らない人が多数いる。 

○ スポーツ教室に参加したことのない理由として、「都合が合わない」が最も多かったこと

から、多様なライフスタイルに応じた事業となっていない。 

○ 続いて「興味がない」「参加したい内容のものがない」との回答が多かったことから、市

民ニーズを的確に把握した事業となっていない。 

資料：指定管理に関する事業報告書

資料：令和７年度「スポーツ活動・施設のあり方に関する意識調査」
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第２章 本市のスポーツの現状と課題

１－５ こどもの体力の現状とスポーツ活動 

スポーツ庁が、毎年度、小学５年生及び中学２年生を対象に実施している「全国体力・運動能力等調

査」の令和６年度における調査結果を全国平均と本市の平均で比較すると、小学５年生の女子は全国

平均を上回っている種目の方が多い一方で、小学校５年生の男子は、全国平均を下回っている種目の

方が多くなっています。また、本市における令和元年度と令和６年度の結果を比較すると、小学５年

生、中学２年生女子で、令和６年度の記録が下回っている種目が多くなっています。 

●体力・運動能力等調査の結果 

①「Ｒ６年度全国平均」欄の「＊印」 

→「Ｒ６年度一関市平均」の記録を基準として、それを上回っている種目 

  ②「R 元年度一関市平均」欄の「◆印」 

→「Ｒ６年度一関市平均」の記録を基準として、それを上回っている種目 

小学５年生 男 子 女 子 

種 目 
Ｒ６年度 

一関市平均

Ｒ６年度 

全国平均 

Ｒ元年度 

一関市平均 

Ｒ６年度 

一関市平均

Ｒ６年度 

全国平均 

R 元年度 

一関市平均 

1 握力    （㎏）  16.98  16.02 ◆17.40 18.06 15.78 17.24 

2 上体起こし （回） 16.60 ＊19.19 ◆19.20 16.67 ＊18.16 ◆18.36 

3 長座体前屈 （㎝） 32.83 ＊33.79 32.62 38.43 38.21 35.78 

4 反復横とび （点） 38.98 ＊40.67 ◆42.81 40.14 38.71 ◆42.44 

5 20ｍｼｬﾄﾙﾗﾝ （回） 43.45 ＊46.90 ◆49.16 37.59 36.60 ◆43.02 

6 50ｍ走   （秒） 9.83 ＊9.50 ◆9.59 9.91 ＊9.76 ◆9.62 

7 立ち幅とび  （㎝） 140.74 ＊150.46 ◆153.43 137.29 ＊143.18 ◆149.69 

8 ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ投げ （ｍ） 18.57 ＊20.74 ◆23.11 13.25 13.15 ◆15.83 

中学２年生 男 子 女 子 

種 目 
Ｒ６年度 

一関市平均

Ｒ６年度 

全国平均 

R 元年度 

一関市平均 

Ｒ６年度 

一関市平均

Ｒ６年度 

全国平均 

R 元年度 

一関市平均 

1 握力    （㎏） 30.74 28.91 ◆30.98 24.23 23.14 ◆25.40 

2 上体起こし （回） 24.98 ＊25.82 ◆25.56 21.35 ＊21.47 ◆22.27 

3 長座体前屈 （㎝） 44.27 ＊44.32 44.18 46.58 46.44 45.38 

4 反復横とび （点） 51.79 51.49 51.14 45.91 45.67 ◆47.08 

5 20ｍｼｬﾄﾙﾗﾝ （回） 78.83 78.65 ◆80.24 49.52 ＊50.48 ◆56.10 

6 50ｍ走   （秒） 7.96 7.99 ◆7.93 9.02 ＊8.81 ◆8.78 

7 立ち幅とび  （㎝） 198.14 197.16 197.23 164.93 ＊169.71 ◆167.67 

8 ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ投げ（ｍ） 21.30 20.49 20.22 12.59 ＊12.87 ◆13.26 

こどものスポーツ活動の場は、学校体育、学校教育の一環としての運動部活動、スポーツ少年団活

動、民間のクラブチームなどに所属して行う活動、楽しむことを主として仲間同士で行う活動などが

あります。 

このうちスポーツ少年団は、地域を基盤とするこどもの社会活動として、スポーツを通じて体と心

の健全育成を図っています。本市では、令和６年度現在、103 の団体で 1,795 人の団員が様々な競

資料：スポーツ庁 全国体力・運動能力等調査結果、一関市教育委員会 
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第２章 本市のスポーツの現状と課題

技に取り組んでいますが、団員数は年々減少傾向にあり、合同チームを編成して競技に取り組んでい

る団体も出てきています。 

スポーツ少年団 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

団体数 122 団体 119 団体 111 団体 103 団体 

団員数 2,064 人 1,919 人 1,844 人 1,795 人 

一関市教育委員会の調べでは、令和６年度における肥満傾向児童の割合は小学５年生、中学生２

年生とも全国平均より高い結果が出ています。 

近年、スマートフォンやゲーム機等の普及などによりこどもの生活時間の使い方が大きく変化し、

スポーツや外遊びの機会が減少傾向にあります。 

また、本市では、少子化による小中学校の統合に伴い、これまでの徒歩や自転車での通学がスク

ールバス等の利用に変わったことなども、体を動かす機会の減少につながっていると考えられます。 

さらに、中学生の学校部活動にあっては、生徒数が減少し従前と同様の体制で運営することが難

しくなってきていること、専門性や意思に関わらず教師が顧問を務めるこれまでの指導体制を継続

することは、学校の働き方改革が進む中、より一層難しくなることから、学校部活動の維持が困難

となる前に、学校と地域との連携・協働による生徒のスポーツ・文化芸術活動の場の確保が求めら

れています。 

■課題■ 

１－６ 高齢者や障がいのある人のスポーツ活動

高齢者のスポーツ活動 

高齢者のスポーツ活動は、健康づくり、介護予防、地域交流、いきがいづくりなどに重要な役割

を果たしており、体力や好みに合ったスポーツを継続的に行うことが大切です。 

本市では、スポーツ推進委員が、地域で行われる介護予防教室などでニュースポーツや軽体操

の普及実践活動を行い、高齢者の健康増進を図っているほか、一関市スポーツ協会が市民センタ

ーや地域の集会所などで軽体操の実践を行っています。 

また、市の健康づくり、高齢者福祉の担当部署、市民センター、老人クラブ連合会などが、スポ

ーツを通じた健康づくり事業や介護予防事業、世代間交流を促す事業を実施し、高齢者の健康増

進やいきがいづくりに取り組んでいます。  

○ 少子化の影響により児童生徒のスポーツ活動の機会が減少している。 

○ 令和６年度の本市における児童生徒の体力・運動能力の調査結果は、多くの種目で全国平

均を下回り、また令和元年度の本市平均も下回っており、児童生徒の体力・運動能力の低下

が懸念される。 
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第２章 本市のスポーツの現状と課題

●事業の例 

実施主体 主な実施事業 

市のスポーツ振興の担当

部署 
スポーツ推進委員の派遣事業、全国大会等出場シニア応援金 

一関市スポーツ協会 健康増進・体力向上事業 など 

市の健康づくり、高齢者

福祉等の担当部署 

介護予防事業（軽体操、軽運動、レクリエーションなど）、軽運動教室、

ウォーキング交流会、軽体操普及推進事業 など 

老人クラブ連合会 
いきいきシニアスポーツ大会、グラウンド・ゴルフやゲートボールなどの

各種競技大会、運動会などを各地域の事業として開催 

市民センター 
高齢者学級、世代間交流、軽運動や体操教室、各種スポーツ教室、各種ス

ポーツ大会、老人大運動会、地区民運動会、スポーツ体験講座 など

 障がいのある人のスポーツ活動 

障がいのある人のスポーツ活動は、社会参加の促進、健康の維持・増進、いきがいづくり、仲間

づくりなどにつながり、楽しみながら継続的にスポーツ活動を行える環境づくりが必要です。 

また、障がいに関する理解を深めるためにも、障がいのある人もない人も一緒にスポーツ活動

を楽しむ機会を創出し、障がいのある人が気軽にスポーツ活動を行える環境づくりが必要です。 

市の障がい福祉の担当部署や市の障がい者交流施設（サン・アビリティーズ一関）では、障がい

のある人の自立や社会参加、体力の増進や交流などを目的とした事業を実施し、障がいのある人

のスポーツ活動を推進しています。 

なお、平成 30 年には、市町村単位での障がいのある人のスポーツ協会としては岩手県内初と

なる一関市障がい者スポーツ協会（現在は一関市パラスポーツ協会へ名称変更）が発足していま

す。 

●事業の例 

スポーツフェスタの開催 
障がいのある人もない人も一緒にニュースポーツを楽しみ、地域社会と

のふれあいや相互理解を深めることを目的に実施 

障がい者ふれあい事業 

障がいのある人が趣味・創作活動を通じて相互の交流やふれあいを図

り、自立と社会参加を促進するために開催する講座において、健康体操

教室やペタンク教室を開催 

社会参加支援事業 

障がいのある人が活動を通じて相互の交流やふれあいを図り、自立と社

会参加を促進するため、一関地方ふれあいスポーツ大会の支援のほか、

岩手県障がい者スポーツ大会への選手派遣を実施 

■課題■ 

○ アンケート調査結果では、日常的にスポーツをしている高齢者の割合が低い。 

○ 高齢者のフレイル予防のため、日常生活で運動を習慣化させる取り組みが必要である。 

○ 障がいのある人が、身近でスポーツに親しむ環境が十分に整備されているとは言えない。 

○ 人種・性別・年齢・障がいの有無等にかかわらず、誰もが気軽にスポーツに親しみ楽しめ

る環境づくりが求められている。 
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２ 競技スポーツについて                          

２－１ スポーツ選手や指導者の育成 

本市では、これまで、選手の競技力向上とそれを支える指導者の育成などを支援するため、一関市ス

ポーツ協会などと連携し、全国大会等への出場に対する助成、選手の育成強化支援事業、スポーツ実技

講習会の開催、スポーツ少年団指導者の資格取得に対する支援事業などを行ってきました。 

全国大会などでの活躍や経験は、選手のモチベーションを上げ、さらなる競技力向上につながるほ

か、共に活動する仲間などへの刺激や目標となり、競技の普及や意欲の向上につながります。 

また、本市にゆかりのある選手やチームが全国や世界を舞台に活躍することは、市民の喜びとなり

地域に活力を生み出すほか、夢や憧れとなってスポーツへの関心や参加意欲につながっています。 

●主な事業 

実施事業 事業内容 

全国体育大会等の出場に対する

支援事業 

東北規模以上の競技大会に出場する小中学生及び高校生に対する遠征

費の助成 

トップアスリート育成強化支援

事業 

本市を拠点に全国大会や国際大会に出場し活躍するトップアスリート

の育成強化に対する支援 

スポーツ合宿誘致事業 
市外の大学などのスポーツ部の合宿誘致 

（合宿期間中に行う市内の児童生徒への実技指導等を含む） 

選手育成支援事業 
一関市スポーツ協会と連携した、種目別競技協会が実施する競技力向上

のための事業に対する支援 

指導者育成支援事業 
一関市スポーツ協会と連携した、種目別競技協会などが実施する指導者

育成事業に対する支援 

公認スポーツ指導者資格取得・更

新支援事業 

一関市スポーツ協会と連携した、公益財団法人日本スポーツ協会及び

公益財団法人日本パラスポーツ協会が認定する資格の取得・更新に対

する助成 

２－２ スポーツ大会の開催・支援 

スポーツ大会の開催は、選手やスタッフとしての関わり、大会観戦などを通じて競技力やスポーツ

への意欲の向上が図られるほか、スポーツ施設の有効活用、交流人口の増加による地域の活性化にも

つながっています。 

 また、スポーツ観戦は、一体感、緊張感、勝利の喜びや感動など、観ている人の心に響く様々な感情

をもたらし、スポーツへの関心を高めるほか、こどもたちの夢や憧れにつながります。 

●主な事業 

実施事業 事業内容 

一関国際ハーフマラソン大会 令和６年度参加者数：1,964 人 

花泉マラソン大会「瀬古利彦杯」 令和６年度参加者数： 462 人 

スポーツ大会開催に対する支援事

業 

東北大会規模以上のスポーツ大会を主催する団体または組織に対す

る開催経費の助成 
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■課題■ 

３ スポーツ関係団体について                      

３－１ 市民のスポーツ活動に関わる団体

 一関市スポーツ協会 

一関市スポーツ協会は、本市のスポーツ施策の中核的な役割を担っており、各種スポーツ事業

の実施や指定管理者としてスポーツ施設の運営管理を行っています。また、構成団体である一関

市スポーツ少年団や、加盟団体である種目別競技協会及び地区体育協会の育成や活動支援を行い

ながら、相互に連携し、市民の競技スポーツやスポーツ・レクリエーション活動を推進していま

す。 

種目別競技協会 

市内には種目別競技協会が 33 団体あり、選手の育成や競技力強化を図る事業の実施、指導者

育成を図る講習会の開催、競技人口拡大に向けた普及活動などを行い、市民のスポーツ活動を支

えています。 

種 目 別 

競技協会 

一関市陸上競技協会 一関市水泳協会 一関市サッカー協会 一関市テニス協会 

一関市バレーボール協会 一関市体操協会 一関市バスケットボール協会 

一関市ソフトテニス協会 一関市卓球協会 一関市野球協会 一関柔道協会 

一関市ソフトボール協会 一関市バドミントン協会 一関市弓道協会 

一関クレー射撃協会 一関市剣道協会 一関ラグビーフットボール協会 

一関市フェンシング協会 一関市空手道連盟 一関市ボウリング協会 

一関市ゲートボール協会 一関市ゴルフ協会 一関市スキー協会 

一関市グラウンドゴルフ協会 一関市少林寺拳法協会 一関市朝野球協会 

一関市バウンドテニス協会 一関市パークゴルフ協会 一関市ペタンク協会 

いちのせき歩こう会 一関市スポーツウエルネス吹矢協会  

一関市インディアカ協会 一関市パラスポーツ協会 

地区体育協会 

市内には地区体育協会が 39 団体あり、一関市スポーツ協会などと連携してスポーツ行事を開

催し、地域住民が身近な場所でスポーツに親しむ機会の創出や、活動を通じた健康づくり、体力

づくり、地域交流などを推進しています。しかしながら、人口減少、少子高齢化、趣味の多様化な

どの影響を受け、多くの行事で参加者が減少しています。 

地域 一関 花泉 大東 千厩 東山 室根 川崎 藤沢 計 

団体数 14 7 6 4 1 5 1 1 39 

○ 人口減少やスポーツの多様化により、各種目の競技人口が減少している。 

○ 中学校部活動の任意加入により、スポーツに取り組む生徒が減少している。 

○ 種目別競技協会の担い手不足により、組織の弱体化が進み、また大会運営に必要なスタッ

フの確保も難しくなっている。

○ 競技力向上を支えている指導者が不足している。 

資料：一関市スポーツ協会

資料：一関市スポーツ協会
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第２章 本市のスポーツの現状と課題

スポーツ推進委員 

スポーツ推進委員は、ＰＴＡ行事や自治会の交流事業、高齢者の介護予防教室などでニュース

ポーツや軽体操の実技指導を行っており、市民に身近な立場で地域スポーツを支え、推進する役

割を担っています。また、県の研修会などへの参加や自主研修会などを通じて資質向上に努めて

います。 

派遣事業の利用団体からは、楽しく行事を行うことができたという感想が多く聞かれ、繰り返

し活用されている現状もありますが、一方で、アンケート結果では、「スポーツ推進委員の派遣事

業を知らない」という回答が 69.9％を占めていたことから、スポーツ推進委員の役割や活動を広

く周知していく必要があります。 

●事業実績 

ＰＴＡや自治会等の行事、 

スポーツイベント等への派遣事業 

高齢者教室やサロン介護予防教室

等への派遣事業 

事業数 派遣した人数 事業数 対象者数 

令 和 ４ 年 度 71 事業 延べ 296 人 59 事業 延べ 74 人 

令 和 ５ 年 度 91 事業 延べ 336 人 56 事業 延べ 73 人 

令 和 ６ 年 度 109 事業 延べ 429 人 54 事業 延べ 84 人 

●スポーツ推進委員との懇談会で出された課題や意見 

現状と課題について 

・スポーツ推進委員の活動にほとんど参加できない委員がいるため、負担が偏ってしまう。 

・スポーツ推進委員としての能力がある適任者が市内に多くいるので、公募による選考もよいのではな

いか。 

・スポーツ推進委員の活動には、職場の理解も必要である。 

・地域住民には、スポーツ推進委員の認知度は低い。 

・地域でスポーツ推進委員の認知度を高めていくことが、なり手不足解消につながる。 

・新任のスポーツ推進委員が、ニュースポーツのルールを覚える機会が多く必要である。 

市民がスポーツを日常生活に取り入れることについて 

・学校の統合などにより、バス通学が多くなり、歩いているこどもが少なくなったと感じる。こども達

が自然に運動できる環境が少なくなっている。 

・親と子のつながりの中で、小さいころからスポーツに取り組むことで、日常生活での運動習慣が身に

ついていくのではないか。 

・各地域にスポーツを自由にできる拠点があれば、市民がスポーツに親しむ機会が増える。 

 総合型地域スポーツクラブ 

総合型地域スポーツクラブは、地域住民によって自主的・主体的に運営されるスポーツクラブ

で、スポーツの振興やスポーツを通じた地域づくりに向けて多様な活動を展開し、地域スポーツ

の担い手としての役割を果たしています。 

本市では、令和７年度現在、１つのクラブが活動しており、スポーツウエルネス吹矢教室や体

操教室などを開催しています。市民の身近なスポーツ活動の場として総合型地域スポーツクラブ

が担う役割への期待が高まっていますが、活動メニューの多様化、安定した活動場所の確保、活

資料：一関市スポーツ振興課
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第２章 本市のスポーツの現状と課題

動のための人材や資金の確保、他のスポーツ団体との連携などが課題となっています。 

３－２ スポーツ関係団体への支援

本市のスポーツ活動は、一関市スポーツ協会を中心に、種目別競技協会や地区体育協会の活動に支

えられています。 

市ではこれらの団体の運営や活動に対し、支援を行っています。 

実施事業 事業内容 

一関市スポーツ協会への支援 一関市スポーツ協会が実施する事業及び運営に対し支援する 

種目別競技協会への支援 
一関市スポーツ協会と連携し、種目別競技協会の活動及び事業に

対し支援する 

地区体育協会への支援 
一関市スポーツ協会と連携し、地区体育協会の活動及び事業に対

し支援する 

一関市スポーツ少年団への活動支援 
一関市スポーツ協会と連携し、スポーツ少年団の活動に対し支援

する 

３－３ スポーツ関係団体の課題（懇談会より） 

スポーツの推進にあたり、市内のスポーツ関係団体における現状や課題を把握するため、令和７年

度に懇談会を開催しました。 

●開催日・・・令和７年８月 28 日（木）、９月３日（水） 

●対象・・・・一関市スポーツ協会、種目別競技協会、総合型地域スポーツクラブ、 

小・中学校体育連盟、高等学校体育連盟 

●スポーツ関係団体との懇談会で出された課題や意見など 

意見の多かったもの 現状と課題 

競技人口の減少 

・人口減少によりスポーツをする人が減っている。 

・スポーツの多様化により、競技人口の確保が大きな課題である。 

・社会情勢の変化により企業等がスポーツを重要視しなくなった。 

・中学校部活動の任意加入により、スポーツに取り組む生徒が減少している。 

組織の弱体化 

・会員の高齢化が進んでいる。 

・新規加入者が減少している。 

・活動会員が固定化している。 

・会員数が減って、財政難である。 

・余裕がなく人材育成ができていない。 

・働き方改革・定年延長で協会活動をする人が確保できず、次世代への引継ぎ

が難しい。 

指導者の不足 

・部活動の地域移行では、保護者へ委ねられることが多く、負担が大きいと感

じる。 

・資格取得にあたっての経済的・時間的負担が大きい。 

団体名 設立年 活動内容 

ＮＰＯ法人グッジョブ

クラブ 
平成 27 年 

スポーツウエルネス吹矢教室 

わくわく体操教室 など 

資料：2018 年版 岩手県総合型スポーツクラブガイド（岩手県広域スポーツセンター作成）
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第２章 本市のスポーツの現状と課題

・多くが無償ボランティアでの指導となっているため、今後の確保は困難であ

る。 

活動場所の確保 

・施設の利用予約が過密となっている。 

・無断キャンセルが多い。 

・気軽に誰もがスポーツを楽しめる環境が少ない。 

・学校統合により学校開放で使用できる施設が減っている。 

気候変動 ・これからはスポーツ施設に暑さ対策が必要である。 

意見の多かったもの これからの一関市のスポーツ推進に求めること 

財政的支援 

・部活動が地域を主体とするクラブ活動に移行が進んでいるが、それらのクラ

ブにも財政的支援がほしい。 

・会員の減少により、補助金額が年々減少しているが、物価高騰により経費は

増加しているので、補助金の算定方法を見直し、増額してほしい。 

・現在支援がある大会開催や全国大会出場への補助金を継続してほしい。 

指導者の確保 

・行政主導による指導者確保の施策を進めてほしい。 

・無償ボランティアでは、指導者が増えないので、指導者確保の支援策を検討

してほしい。 

活動場所の充実 

・市民が利用しやすい場所へ施設を整備してほしい。 

・活動場所へ移動するための支援がほしい。 

・生涯スポーツ推進のために、地域で活動できる施設整備をしてほしい。 

・公共施設を利用しやすいように、柔軟な利用調整、開放時間を拡充してほし

い。 

・老若男女、スポーツに触れ合える機会を多く作ってほしい。 

・地域住民の健康づくりと交流の場となる機会を作ってほしい。 

競技力の向上 

・市、一関市スポーツ協会、種目別競技協会が連携して取り組む必要がある。 

・トップアスリートによる講演や実技指導を実施してほしい。 

・これから全国を目指すアスリートに対する支援も拡充してほしい。 

施設の充実 

・スポーツ施設に冷暖房設備を整備してほしい。 

・利用料金を値上げし、その収益でスポーツ施設を充実させてほしい。 

・スポーツ施設の利用について、地域のチーム等の優先利用、利用料免除する

ことで支援してほしい。 

４ スポーツ施設について                          

４－１ 市のスポーツ施設の現状 

本市には、令和８年度現在で６４のスポーツ施設があります。そのほとんどは合併前の旧市町村で

整備した施設であり、市民の日常のスポーツ活動の場として幅広い年齢層で利用されているほか、市

民レベルの大会から全国大会まで、様々な規模の競技大会にも活用されています。 

また、本市では、６４施設のうち、３施設は直営管理で、残りの６１施設には指定管理者制度を導入

しており、その内訳として、５６施設は一関市スポーツ協会、４施設は地域協働体、１施設は藤沢町モ

ータースポーツ協会を指定管理者に指定し、指定管理者が持つ専門性や弾力性、柔軟性という特性を

活かし、市民ニーズに対応した施設の効率的、効果的な管理運営に努めています。 
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第２章 本市のスポーツの現状と課題

地域 スポーツ施設      （令和８年４月１日現在）

一関 

【1３施設】

一関市総合体育館、東口体育館、一関運動公園野球場／テニスコート／陸上競技場／多目的

広場／ソフトボール場、一関武道館、東台野球場、萩荘サッカー場、一関水泳プール、一関

サッカー・ラグビー場、一関市産業教養文化体育施設 

花泉 

【８施設】 

花泉体育館、花泉第二体育館、花泉弓道場、花泉テニスコート、花泉水泳プール、 

花泉運動公園野球場／テニスコート／多目的競技場 

大東 

【８施設】 

大東体育館、大東野球場、大東グラウンド、伊勢館公園野球場、大東バレーボール記念館、

春日公園テニスコート（直営）、春日グラウンド（直営）、大東勤労者体育センター（直営） 

千厩 

【11 施設】

千厩体育館、千厩武道館、千厩野球場、千厩多目的グラウンドテニスコート／ソフトボール

場／サッカー場／運動広場、清田テニスコート、千厩アイスアリーナ、黄金山キャンプ場、

飛ヶ森キャンプ場 

東山 

【8 施設】 

東山総合体育館、東山球場、東山テニスコート、東山多目的グラウンド、東山Ｂ＆Ｇ海洋セ

ンター、唐梅館パークゴルフ場、唐梅館総合公園クラブハウスえぽっく、東山農村勤労福祉

センター 

室根 

【４施設】 
室根体育館、室根テニスコート、室根野球場、室根多目的グラウンド 

川崎 

【3 施設】 
川崎体育センター、川崎テニスコート、川崎運動広場 

藤沢 

【９施設】 

藤沢Ｂ＆Ｇ海洋センター、ニコニコドーム、すぱーく藤沢、藤沢体育館、藤沢テニスコート、

藤沢運動広場、藤沢スポーツプラザ、藤沢ニコニコヘルス、藤沢スポーツランド 

【スポーツ施設の利用実績】

令和４年度 令和５年度 令和６年度 

利用件数 74,579 件 78,139 件 72,994 件 

利用人数 621,547 人 653,812 人 624,680 人 

アンケート結果では、66.3％の人が、市のスポーツ施設を「利用していない」と回答しています。

利用しない理由は、「忙しく、利用する余裕がない」（31.5％）、「スポーツをほとんどしない」（43.9％）

となっています。 

施設の維持管理については、スポーツ施設を含め市全体として公共施設の老朽化が進んでおり、

各施設の利用状況や収支状況、また、人口減少の進行や財政計画などの観点から、全市的な公共施

設の見直しの取組が進められています。 

４－２ 学校体育施設の活用 

スポーツ施設以外にも、市民のスポーツ・レクリエーション活動及び子供の遊び場の確保のため、市

立小学校及び中学校の体育施設（校庭及び体育館）を夜間及び休日に開放しており、年間を通して多く

の市民に利用されています。 

-18-



第２章 本市のスポーツの現状と課題

●利用実績 

小学校（21 校） 中学校（14 校） 計 

令和５年度 
件数 6,467 件 5,475 件 11,942 件 

人数 115,302 人 69,745 人 185,047 人 

令和６年度 
件数 6,788 件 5,658 件 12,446 件 

人数 116,776 人 74,518 人 191,294 人 

４－３ 市のスポーツ施設への要望 

市のスポーツ施設の満足度に対するアンケート結果では、27.0％の人が「満足している」または「や

や満足している」と回答しています。 

一方で、13.6％の人が「やや不満である」または「不満である」と回答しています。 

スポーツ施設の見直しを行う際に優先して見直すべきこととして、50.1％の人が「老朽化が著しい

施設、耐用年数が超過している施設」と回答しており、61.3％の人は「既にある施設の改修を優先し

ていくべき」と回答している。 

 また、スポーツ施設のあり方については 68.5％の方が「市民にとって身近で、気軽に利用できる施

設を重視」している。 

■課題■ 

５ スポーツを通じた交流について                       

これまで、「一関国際ハーフマラソン大会」の開催、バレーボールやバスケットボールなどのトップ

リーグの大会開催などを通じて、全国から多くの参加者や観戦者が本市を訪れています。  

 また、県及び県内の自治体などで構成する「いわてスポーツコミッション」と連携したスポーツ合宿

の誘致を行い、交流促進に取り組んでいます。 

これらの取組と合わせて、市、一関市観光協会、一関商工会議所等が密に連携し、本市の魅力ある地

域資源を活かしたスポーツツーリズムを推進することが重要です。 

○ 市内のスポーツ施設は、合併以前に旧市町村で整備された施設が多く、老朽化や大規模改

修が同時期に集中することが懸念され、既存施設を現状のまま維持していくことは困難とな

っている。 

資料：一関市教育委員会
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●一関市観光協会及び一関商工会議所との意見交換会で出された課題や意見 

■課題■ 

６ 市のスポーツ推進に対するニーズ                      

６－１ 市民が期待するスポーツ推進 

アンケート結果によると、地域のスポーツ活動に期待する効果は、「健康づくりの推進」が 53.9％

と最も多く、次いで「地域コミュニティの活性化（44.8％）」、「高齢者のいきがいづくり（34.6％）」

の順となっています。 

今後の市の生涯に渡ってスポーツを行うために必要な施策は、こども、社会人、高齢者など、各世代

に合ったスポーツ活動の推進（49.3％）」が最も多く、次いで「市民が気軽に参加できるスポーツ教室

やスポーツイベントの開催（47.0％）」、「公共スポーツ施設の整備・充実（24.7％）」の順となってい

ます。 

今後の市の競技スポーツを推進するために必要な施策は、「スポーツ団体や地域でのスポーツ活動へ

の支援（41.5％）」が最も多く、次いで「プロスポーツや国際大会の観戦など「みるスポーツ」機会の

創出（26.6％）」、「トップアスリートとの交流や実技指導を受ける機会（24.5％）」、「スポーツ大会誘

致による交流拡大や競技スポーツの推進（24.4％）」の順となっている。 

６－２ ワークショップでの意見など 

今後の市のスポーツ推進にあたり、広く意見を聴取するためワークショップを開催しました。 

○開催日・・・６月 25 日（水）、27 日（金）、７月１日（火）、３日（木） 

○対象・・・地区体育協会、スポーツ少年団、小・中学校ＰＴＡ、地域協働体の関係者 

・市内でのイベントの日程が重なることが多く、宿泊施設が不足する 

・宿泊施設の部屋数の減少、料金が増加している 

・有名選手のモニュメントがあれば観光コースに組み込める 

・ハード面の整備が必要ではないか 

・合宿中の利便性の確保 

・補助金の要件緩和 

・ターゲット（種目・年代）を絞ったアプローチ 

・市出身者や関係者へのアプローチ 

○ スポーツ合宿の誘致には、他自治体にはない独自性が必要である。 

○ 観光の繁忙期と合宿時期が重複することが多く、市内の宿泊施設が十分に足りてはいない。 

○ 市・一関市観光協会・一関商工会議所等との連携が十分とは言えない。 
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●ワークショップで出された意見など 

テーマ１ 生涯を通じてのスポーツ活動をどうしていくか 

●幼少期からのスポーツ体験の機会に関すること 

・幼児期から学童期の経験が、生涯スポーツにつながる。 

・こどもが安心して取り組め、親も一緒に体験できる機会の充実が必要である。 

・いろいろなスポーツの体験会などのイベントであれば、参加しやすい。 

・こどもがスポーツに取り組むには、保護者の協力が必要である。 

・こども達は放課後に学校で遊べず、身体を動かす機会も減っている。 

・スポーツのきっかけは、親の影響が強く、きっかけとなる機会の提供が必要である。 

・スポーツ以外の習い事をしているこどもも多い。 

・未経験者がはじめるきっかけとなる場がない。 

●生産年齢層のスポーツに関すること 

・こどもがきっかけで、保護者が始める場合もある。 

・スポーツ教室と就労時間が重なり参加できない。 

・仕事や子育てでスポーツ活動をする時間がない。 

●高齢者のスポーツに関すること 

・ボッチャ、モルックが人気でニュースポーツが好まれている。 

・スポーツ活動を集まれる場として活用する。 

・類似事業があるので、福祉分野とも連携し世話人の負担感を減らす。 

●地域のスポーツに関すること 

・指導者の確保が難しい。 

・競技志向の受け皿はあるが、体験や遊び型の受け皿がない 

・コロナ前より運動会など参加人数が減った。 

・地域ごとにスポーツを限定してはどうか。 

・合併による広域化で自治会や行政区での事業は難しくなっている。 

・地域内のコミュニケーションが低下しており、若者の参加も少ない。 

●その他 

・スポーツに関して、気軽に相談できる窓口が欲しい。 

・スポーツ行事に参加でポイントがたまる仕組みを考えてはどうか。 
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第２章 本市のスポーツの現状と課題

テーマ２ スポーツ団体の育成・支援 

●地区体協に関すること 

・高齢化により事業の開催が難しい。 

・広域化したクラブチームの支援がないので、支援できる仕組みを考えてほしい。 

●競技団体に関すること 

・親がチームに協力できない、こどもを送迎できないことで参加できないこどもがいる。 

・こどものモチベーションを上げるためにも、目標となる大会を開催してほしい。 

・行うスポーツを選びやすくするため、情報発信を一元化してほしい。 

●学校部活動の地域展開に関すること 

・地方には受皿となるチームがない。 

・地域クラブ活動になることで、様々な世代が関わるきっかけにできるのではないか。 

●指導者に関すること 

・資格の維持、取得に負担が大きい。（時間・交通費） 

テーマ３ スポーツ施設 

●公共施設予約システムに関すること 

・当日キャンセルも多く使いたい人が使えない。 

・地元の団体を優先してほしい。 

・団体で複数の個人アカウントを登録しているところもあり、不公平ではないか。 

・使いづらい、わかりやすいものにしてほしい。 

●使用料に関すること 

・市民は市外からの利用者に比べ、安くしてもよいのではないか。 

・時間帯で料金を変えてはどうか。 

・料金の計算に面積が入るので、施設によって料金が違うので統一できないか。 

●施設に関すること 

・施設により判断基準の違いやローカルルールがあるので、統一してもらいたい。 

・暑さ対策が必要である。 

・施設情報の周知→施設でできる競技や使える学校体育館など。 

・施設で開催される大会などのスケジュールを開示してほしい。 

・老朽化したので廃止だけでは、気軽にスポーツをできる場所がなくなっていく。 

・敷地内禁煙となっているが、かくれて煙草を吸いポイ捨てが増えているので、分煙場所を設けたほう 

がよいのでは。 

-22-



第２章 本市のスポーツの現状と課題

７ 前計画の主な成果のまとめ                         

[基本目標１]生涯を通じたスポーツの推進 

<基本施策１>スポーツに親しむ機会の創出 

【取組状況】 

○ 一関市スポーツ協会と連携して、市民が気軽に参加できる各種スポーツ教室やスポーツ・レ

クレーション普及事業を実施した。 

○ PTA 活動、高齢者教室、地域行事等へスポーツ推進委員を派遣した。 

【検証結果】 

    各種スポーツ教室やスポーツ・レクレーション普及事業を実施しているが、指標としている「市

民のスポーツ実施率」は、アンケート結果では目標値に達していない。また、市民がスポーツ活

動に取り組むきっかけとなる情報発信が十分できているとは言えない。 

<基本施策２>こどものスポーツ活動機会の充実 

【取組状況】 

○ 種目別競技協会と連携し、スポーツ体験教室を実施した。 

○ 小学生を対象とするスポーツ教室などを実施し、スポーツ活動の機会を創出した。 

【検証結果】 

    幼児期からスポーツに触れることは、生涯にわたるスポーツの習慣化につながるため、更なる

取組が必要であるとワークショップや懇談会において多くの声をいただいている。 

<基本施策３>高齢者のスポーツ活動の推進 

【取組状況】 

○ 令和６年度からは、全国大会等出場シニア応援金を創設し、高齢者のスポーツ活動推進に一

層努めた。 

【検証結果】 

    シニア世代からの要望もあり、新たに創設した応援金制度は、高齢者のスポーツ活動へのモチ

ベーションの一つとなっていることから、継続して取り組んでいく。 

<基本施策４>障がいのある人のスポーツ活動の推進 

【取組状況】 

○ 一関市スポーツ協会、一関市スポーツ推進委員協議会と連携し、障がいの有無や年齢などに

かかわらず気軽に参加できるニュースポーツ大会を開催した。 

【検証結果】 

    誰でも参加できるニュースポーツ大会を開催しているものの、障がいのある人の参加は多くな

いことから、今後は、一関市パラスポーツ協会との連携や周知方法の工夫を図っていく必要があ

る。 
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第２章 本市のスポーツの現状と課題

<基本施策５>スポーツ推進委員の活動促進 

【取組状況】 

○ スポーツ推進委員を各種研修会へ派遣し、資質向上を図るとともに、その活動についての周

知を行った。 

【検証結果】 

    スポーツ推進委員の派遣数は年々増加傾向にあり、継続して地域行事などにスポーツ推進委員

を派遣し、市民がスポーツに親しむ機会を増やしていく。 

[基本目標２]競技スポーツの推進

<基本施策１>競技力の向上 

【取組状況】 

○ トップアスリート育成強化支援選手を延べ 12 人（令和３年度～令和７年度）認定し、遠征

などに要する経費を補助した。 

○ 市内の小中高校生が東北大会規模以上の競技会に岩手県代表または東北地区代表として出

場する際の交通費などを補助した。 

○ 一関市スポーツ協会が主催する著名なスポーツ関係者による講演会やスポーツセミナーな

どの開催を支援した。 

【検証結果】 

岩渕麗楽選手や菊地心和選手など、トップアスリート育成強化支援認定選手が国際大会で活躍

しており、競技力の向上の取組は一定の成果を上げている。 

    また、全国大会へ出場する児童生徒の数も増加傾向にあり、競技力向上の取組の成果として捉

えている。 

    競技スポーツの推進については、市民のスポーツへの興味・関心を高め、スポーツ活動の推進

につながることから、継続して取り組んでいく。 

<基本施策２>各種大会の開催・支援 

【取組状況】 

○ 一関国際ハーフマラソン大会、花泉マラソン大会「瀬古杯」、JD リーグ（女子ソフトボール

国内最上位リーグ）、JABA 一関市長旗争奪クラブ野球大会、東北地区高等専門学校体育大会

といった大規模な大会の開催を支援した。 

○ 一関市スポーツ協会と連携して、種目別競技協会が主催するスポーツ大会の開催を支援した。 

【検証結果】 

    トップレベルの大会の開催は、市民のスポーツへの興味・関心を高めるとともに、競技力向上

にもつながることから、継続して大会の開催を支援していく。 
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第２章 本市のスポーツの現状と課題

[基本目標３]スポーツ団体等の育成・支援

<基本施策１>一関市スポーツ協会等スポーツ団体の支援

【取組状況】

○ 本市のスポーツ推進の中核的役割を担う一関市スポーツ協会の事業及び運営に要する経費

に対し補助し、生涯スポーツの推進及び競技力の向上に努めた。

○ 一関市スポーツ協会と連携し、種目別競技協会や地区体育協会を支援し、競技力の向上、

選手強化、地域住民のスポーツ活動の推進に努めた。

【検証結果】

種目別競技協会会員の高齢化や新規会員の確保が難しいという声が多い。各競技の普及及び

競技力向上に種目別競技協会は重要な役割を担っているため、その組織強化のための支援や各

種目の体験教室など各競技を知ってもらう取組が今後は必要である。

<基本施策２>スポーツ少年団の活動支援

【取組状況】

○ 一関市スポーツ協会と連携し、スポーツ少年団への運営や公認スポーツ指導者資格取得更

新に対して補助し、スポーツ少年団の活動を支援した。

【検証結果】

少子化の影響により団員数は減少傾向にあり、こどものスポーツ環境の確保のために、支援

の継続が必要である。

<基本施策３>総合型地域スポーツクラブの設立・育成支援

【取組状況】

○ 新たな総合型地域スポーツクラブの設立はなかった。

【検証結果】

部活動の地域展開において、総合型地域スポーツクラブの役割が重要になることから、今後

は一層連携を深めていく必要がある。

[基本目標４]スポーツ交流の推進 

<基本施策１>スポーツツーリズムの推進 

【取組状況】 

○  市外からも集客が見込めるスポーツイベントを開催した。 

○ 市外の大学等のスポーツ部が市内で合宿する際の経費の一部を補助し、スポーツ合宿の促

進を図った。 

【検証結果】 

    指標とする「市内で開催される東北規模以上の競技大会及びトップリーグ等の競技大会の参

加者数」は令和６年度 18,700 人で、目標値までは達しなかった。スポーツを通じた交流人口

拡大のため、今後も継続して取り組む必要がある。 
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第２章 本市のスポーツの現状と課題

＜基本施策２＞スポーツ大会・イベントの誘致 

【取組状況】 

○  令和４年度から市内で行われる東北規模以上のアマチュアの大会開催の経費の一部を補助

する制度を創設することで、種目別競技協会が誘致する大規模な大会の開催を支援した。 

【検証結果】 

指標とする「市内で開催される東北規模以上の競技大会及びトップリーグ等の競技大会の参

加者数（観客数含む）」は令和６年度 18,700 人で、目標値に達しなかった。スポーツを通じ

た交流人口拡大のため、今後も各競技団体との連携を図り、取り組む必要がある。 

<基本施策３>スポーツ合宿の誘致 

【取組状況】 

○ いわてスポーツコミッションが行う合宿相談会に参加し、大学運動部などのスポーツ合宿

の誘致に向けた PR を実施した。 

【検証結果】 

指標とする「合宿促進補助金の交付団体数」は令和６年度 10 団体で、目標値までは達しな

かった。スポーツを通じた交流人口拡大のため、継続してスポーツ合宿誘致に取り組む必要が

ある。 

[基本目標５]スポーツ施設の利用促進 

<基本施策１>スポーツ施設や設備の整備・充実 

【取組状況】 

○  利用者が安全で安心してスポーツ活動ができるよう、施設の修繕・改修を行った。 

【検証結果】 

     令和６年度の１人あたりの市スポーツ施設利用回数は６回となっており、目標値を達成して

いる。引き続き安全安心を最優先に計画的な改修を行っていく。 

<基本施策２>利用者のニーズに応じた管理運営 

【取組状況】 

○ 市民サービス向上のため指定管理者制度を導入するとともに、公共施設予約システムを活

用することで施設利用の利便性の向上、利用の促進に努めた。 

【検証結果】 

     概ね利用者のニーズに応じた管理運営がなされており、今後も引き続き市民サービス向上の

ため、指定管理者による適切な施設の管理運営に努めていく。 
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第２章 本市のスポーツの現状と課題

<基本施策３>スポーツ施設の効率的な利用促進 

【取組状況】 

○ 市及び一関市スポーツ協会ホームページを活用し、積極的にスポーツ教室や各種大会など

の情報発信を行うとともに、公共施設予約システムの活用により施設の効率的な利用促進を

図った。 

【検証結果】 

     指定管理者の取組と公共施設予約システムの活用により施設の利用促進が図られている。引

き続き市民サービス向上のため、指定管理者と連携し適切な施設の管理運営に努めていく。 
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第３章 基本理念と基本目標

１ 基本理念 

       ２ 基本目標 

第３章 基本理念と基本目標   
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第３章 基本理念と基本目標

基本理念と基本目標

１ 基本理念                                 

誰もがスポーツをより身近なものとして感じ、「する」「みる」「ささえる」といった多様な関わ

り方でスポーツに親しむことは、生涯にわたって健康でいきいきとした生活を送ることにつながり

ます。 

また、スポーツを通じた交流は、人と人とのつながりを創出し、地域の一体感や活力を醸成する

とともに地域経済の活性化にも寄与します。 

本計画では、前計画である一関市スポーツ推進計画の基本理念を継承・展開させ、市民一人ひと

りが自分に合ったスポーツを日常生活の一部に取り入れることにより、心身の健康増進に加えて毎

日の充実やいきがいを実感でき、活力あるまちづくりにつながることから、基本理念を次のとおり

定めます。 

誰もが自分らしくスポーツに親しみ 健康でいきいきとした生活を享受 

２ 基本目標                                  

基本理念を実現するため、施策を展開する方向として、次の４つの基本目標を定め、スポーツの

推進に取り組みます。 

基本目標 1 スポーツを「する」市民の拡大 

性別、年齢、障がいの有無に関わらず、誰もがライフスタイルやライフステージに応じて気軽

にスポーツに親しむ機会を創出・提供することで、日常的にスポーツをする市民を増やします。 

基本目標 2 スポーツを「みる」市民の拡大 

市民が身近なところでトップレベルの大会を観戦する機会の充実を図ることで、スポーツをみ

る市民を増やし、スポーツに対する興味・関心を高めます。 

基本目標 3 スポーツを「ささえる」市民の拡大 

スポーツ関係団体などにおける人材の育成・確保を支援することで、スポーツ活動をささえる

市民を増やし、市民が生涯にわたってスポーツに親しむ機会の確保を図ります。 

  基本目標４ スポーツで「つながる」機会の拡大 

大規模なスポーツ大会やスポーツイベントの開催支援、スポーツ合宿の誘致、地域スポーツ行

事の充実に取り組むことで、スポーツを通じた交流の機会を増やし、まちづくり・地域活性化に

つなげます。 

第３章 
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第４章 目標達成に向けた施策

１ 施策の体系 

       ２ ＳＤＧｓを踏まえた取組 

       ３ スポーツ推進施策の展開 

第４章 目標達成に向けた施策第４章 目標達成に向けた施策       
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第４章 目標達成に向けた施策

目標達成に向けた施策 

１ 施策の体系                                 

【基本理念】 【基本目標】  【基本施策】

誰
も
が
自
分
ら
し
く
ス
ポ

ツ
に
親
し
み
、

健
康
で
い
き
い
き
と
し
た
生
活
を
享
受

１）スポーツを「する」市民の拡大

２）スポーツを「みる」市民の拡大

３）スポーツを「ささえる」市民 

の拡大 

４）スポーツで「つながる」機会 

の拡大 

 こどものスポーツ活動機会の充実
【重点】 

 ライフステージに応じたスポーツ
活動の推進 

 多様な人が親しめるスポーツ活動
の推進 

 スポーツ観戦機会の充実【重点】 

 スポーツ施設の効率的な利用促進 

 競技スポーツの推進 

 トップアスリートとの交流

 スポーツ推進委員の活動の充実 

 総合型地域スポーツクラブの設立・
活動支援 

 スポーツを通じた交流人口の拡大
【重点】 

 スポーツを通じた地域コミュニテ
ィの活性化 

 外国人市民などとのスポーツ交流 

 スポーツ推進基盤の強化【重点】 

 民間企業との連携 

スポーツ施設の適切な管理運営及
び計画的改修 

第４章 
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第４章 目標達成に向けた施策

２ ＳＤＧｓを踏まえた取組 

  ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals）は「持続可能な開発目標」の略称で、経済・社

会・環境の３つの側面のバランスが取れた社会を目指す世界共通の目標です。2030 年までに達成

する 17 のゴール（目標）で構成されています。 

  本市においても、SDGs の理念を踏まえ各種施策に取り組んでおり、本計画の推進にあたっても

ＳＤＧｓの視点を意識して施策を展開します。 

３ スポーツ推進施策の展開                         

１） スポーツを「する」市民の拡大 

スポーツは、体を動かすという人間の本源的な欲求に応え、精神的充足をもたらすとともに、健

康寿命の延伸につながり、人生を豊かで充実したものにする重要な役割を果たします。 

誰もが、性別、年齢、障がいの有無に関わらず、ライフスタイルやライフステージに応じて気軽

にスポーツに親しむ機会を創出・提供することで、日常生活にスポーツを取り入れる市民を増やし

ます。 

【基本施策】 

 こどものスポーツ活動機会の充実【重点】 

こどもの頃から体を動かし、スポーツをする楽しさを味わうことにより、生涯にわたって

スポーツに親しむ習慣が身に付くため、関係団体と連携し、こども達がスポーツを体験する

機会の充実に取り組みます。 

また、中学校における部活動の地域展開を推進し、生徒が生涯にわたってスポーツに親し

む機会の確保に取り組みます。 

主な取組 取組の概要 

１ 
幼児期の運動遊びの充

実 

一関市スポーツ協会、総合型地域スポーツクラブと連携し、親子

で運動遊びを楽しめるイベント・教室を実施する 

２ 
スポーツ少年団の活動

支援 

一関市スポーツ協会と連携し、スポーツ少年団の活動を支援す

る 
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第４章 目標達成に向けた施策

 ライフステージに応じたスポーツ活動の推進 

市民が生涯にわたってスポーツに親しむことができるよう、幅広い世代に応じたスポーツ

活動の機会の創出・提供に取り組みます。特にも、スポーツ実施率の低い働く世代や子育て

世代には、気軽にスポーツを始められるきっかけづくりに取り組みます。 

また、人生 100 年時代の中、高齢者が仲間と一緒に目標を持ってスポーツを続けること

を応援します。 

 多様な人が親しめるスポーツ活動の推進 

障がいによってスポーツをする機会が限られてしまうことがないよう、障がいのある人が

スポーツに親しむ環境づくりに取り組みます。 

また、多様性を認め合い、誰もが活躍できる共生社会の実現を目指し、障がいの有無、年

齢、性別、国籍等に関わらず、誰もが一緒にスポーツに親しむ機会の創出・提供に取り組み

ます。 

３ 
部活動の地域展開の推

進 

関係団体と連携し地域展開の受け皿となる地域クラブ団体の設

立・運営を支援し、地域における中学生のスポーツ活動の充実を

図る 

４ スポーツ体験会の開催 
一関市スポーツ協会、種目別競技協会と連携し、児童生徒がスポ

ーツに触れる体験会を開催する 

主な取組 取組の概要 

１ 

スポーツ教室とスポー

ツ・レクリエーション

事業の実施 

一関市スポーツ協会と連携し、市民のニーズやライフステージに

応じた各種スポーツ教室と、幅広い年齢層が参加できるスポーツ

大会やスポーツ・レクリエーション事業を実施する 

２ 
スポーツ推進委員の派

遣 

PTA、地域団体、老人クラブ等が行うスポーツ・レクリエーショ

ン事業にスポーツ推進委員を派遣する 

３ スポーツ実施の啓発 

育児の合間や、職場の休憩時間に取り組むことができるスポーツ

活動について情報発信するとともに、日常的に身体を動かすこと

の動機付けを行う 

４ 
幼児期の運動遊びの充

実【再掲】 

一関市スポーツ協会、総合型地域スポーツクラブと連携し、親子

で運動遊びを楽しめるイベント・教室を開催する 

５ 
シニア全国大会出場応

援 

全国から選手が集まるスポーツ大会に出場するシニア世代に応

援金を支給する 

主な取組 取組の概要 

１ 
障がいのある人のスポ

ーツへの参画促進 

一関市スポーツ協会、一関市パラスポーツ協会と連携し、障がい

のある人がスポーツに親しむきっかけとなるイベントを実施す

る 

２ 
インクルーシブスポー

ツの普及啓発 

障がいの有無、年齢、性別、国籍等にとらわれず、多様な人が一

緒にスポーツに親しむことのできるイベントを開催する 

３ 
外国人市民などのスポ

ーツ活動の支援 

やさしい日本語や多言語を用いて、スポーツに関連する情報発

信と施設利用案内を行う 

４ ｅスポーツの活用 
地域活性化、高齢者のフレイル予防、障がいのある人の社会参加

等への効果が期待されるｅスポーツの活用を図る 
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 スポーツ施設の効率的な利用促進 

公共施設予約システムの運用により、スポーツ施設の効率的な利用促進を図ります。 

また、市民の身近なスポーツ活動の場として、一関市教育委員会と連携し学校体育施設の

活用を図ります。 

 スポーツ施設の適切な管理運営及び計画的改修 

スポーツ施設の指定管理者と連携し、市民が利用しやすい施設の管理運営、施設の機能を

維持していくための適切な保守管理により、質の高いサービス提供に努めます。 

また、急速な少子高齢化が進行する中、市民に安全で快適なスポーツ施設の環境を持続的

に提供していくことができるよう一関市公共施設等総合管理計画と個別施設計画に基づき計

画的な施設改修を行います。 

２） スポーツを「みる」市民の拡大 

スポーツ大会でトップアスリートが活躍する姿は、見る者に夢と大きな感動を与え、スポーツへ

の興味・関心を喚起し、スポーツ実施を促す効果があります。 

多くの市民が身近なところでスポーツに触れ、スポーツに対する興味・関心を高めるため、トッ

プレベルの大会を観戦する機会の充実や競技スポーツの支援、トップアスリートとの交流に取り組

みます。 

【基本施策】 

 スポーツ観戦機会の充実【重点】

本市でトップレベルの大会が開催されることは、市民にスポーツ観戦の機会を提供し、ス

ポーツへの興味・関心を高めることが期待されるため、種目別競技協会などが誘致する大規

模なスポーツ大会・スポーツイベントの開催を支援します。 

また、市民がスポーツ観戦をより身近に楽しむことができるよう、パブリックビューイン

グなどの観戦機会を提供します。 

主な取組 取組の概要 

１ 
スポーツ施設の効率

的な利用促進 

公共施設予約システムの運用により、施設の効率的な利用促進を図

る 

２ 学校体育施設の開放 一関市教育委員会と連携し学校体育施設の活用を図る 

主な取組 取組の概要 

１ 
スポーツ施設の指定

管理 

指定管理者が有するノウハウを活用することにより、市民サービス

の向上が図られることから、スポーツ施設の管理運営を委任する 

２ 
スポーツ施設の計画

的改修 

多くのスポーツ施設が老朽化しているため、公共施設等総合管理計

画と個別施設計画に基づき計画的な改修を行っていく 
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 競技スポーツの推進 

本市の誇りとなる競技者が数多く輩出され、全国トップレベルの大会、さらには国際大会

でその活躍を見ることにより、市民のスポーツへの興味・関心が高まるため、本市を拠点に

活躍するトップアスリートの育成強化を支援するとともに、本市の児童生徒の競技力向上の

ため、全国体育大会などへの出場を支援します。 

 トップアスリートとの交流 

トップアスリートの高い技術力を間近で見たり、直接指導を受けることで、市民のスポー

ツへの興味・関心が高まることから、トップアスリートと交流する機会の創出・提供に取り

組みます。 

３） スポーツを「ささえる」市民の拡大 

市民が将来にわたって継続的にスポーツに親しむには、スポーツ関係団体やスポーツ指導者と

いったスポーツをささえる活動に関わる組織や人の存在が不可欠です。 

そのため、一関市スポーツ協会、種目別競技協会等を支援するとともに、スポーツ活動を支え

る人材の育成・確保に取り組みます。 

また、民間企業の協力は、持続可能なスポーツ環境づくりに寄与することとなるため、民間企

業との連携を促進します。 

主な取組 取組の概要 

１ 

大 規 模 な ス ポー ツ 大

会・スポーツイベント

の開催支援 

種目別競技協会などが誘致する大規模なスポーツ大会やスポー

ツイベントの開催を支援する 

２ 
パブリックビューイン

グの実施 

本市にゆかりのあるトップアスリートが出場する大会などのパ

ブリックビューイングを実施する 

主な取組 取組の概要 

１ 
トップアスリートの育

成強化支援 

本市を拠点に活躍するトップアスリートが、強化試合への出場

などに要する経費に対し補助する 

２ 
全国体育大会などへの

出場支援 

本市の小中高生が、東北大会規模以上の競技会への出場に要す

る経費に対し補助する 

主な取組 取組の概要 

１ 
トップアスリートのス

ポーツ教室の開催 

一関市スポーツ協会、種目別競技協会等と連携し、トップアス

リートのスポーツ教室を開催するとともに、スポーツ関係団体

によるトップアスリートのスポーツ教室の開催を支援する 
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【基本施策】 

 スポーツ推進基盤の強化【重点】 

本市におけるスポーツ推進の中核を担う一関市スポーツ協会を支援するとともに、市民の

持続可能なスポーツ活動機会を確保するため、一関市スポーツ協会と連携し、種目別競技協

会、地区体育協会が継続して活動を行えるよう支援します。 

また、児童生徒のスポーツに親しむ機会を確保するため、スポーツ少年団の活動と部活動

を地域でささえる地域クラブ団体の活動を支援します。 

 スポーツ推進委員の活動の充実

     スポーツ推進委員は、スポーツ基本法に規定する非常勤の公務員として、地域スポーツの

推進に大きく貢献しています。市民にスポーツの楽しさを伝え、誰もが気軽にスポーツに親

しむ環境づくりを進めるため、スポーツ推進委員の養成・確保に取り組みます。 

 総合型地域スポーツクラブの設立・活動支援 

こどもから高齢者まで幅広い世代が身近にスポーツに親しむ拠点として、総合型地域スポ

ーツクラブが果たす役割が大きいため、総合型地域スポーツクラブの設立と活動を支援しま

す。 

 民間企業との連携 

民間企業から協賛などの協力を得ることで、市民の継続的なスポーツ活動機会の確保が図

られることから、民間企業との連携を促進します。

主な取組 取組の概要 

１ 
一関市スポーツ協会

への支援 
一関市スポーツ協会の実施事業や運営に要する経費を補助する 

２ 
種目別競技協会への

支援 

一関市スポーツ協会と連携し、種目別競技協会の人材育成と確

保、競技普及、指導者養成等を支援する 

３ 
地区体育協会への支

援 

一関市スポーツ協会と連携し、地域スポーツ活動の普及奨励を行

う地区体育協会を支援する 

４ 
スポーツ少年団の活

動支援【再掲】 
一関市スポーツ協会と連携し、スポーツ少年団の活動を支援する 

５ 
部活動の地域展開の

推進【再掲】 

関係団体と連携し地域展開の受け皿となる地域クラブ団体の設

立・運営を支援し、地域における中学生のスポーツ活動の充実を

図る 

主な取組 取組の概要 

1 
新規スポーツ推進委

員の養成・確保 
スポーツ推進委員の人材の発掘、養成、確保を行う 

主な取組 取組の概要 

1 

総合型地域スポーツ

クラブの設立・活動支

援 

新たな総合型地域スポーツクラブの設立を支援するとともに、 

総合型地域スポーツクラブとの連携を強化し活動を支援する 
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４） スポーツで「つながる」機会の拡大 

市内で行われるスポーツ大会・スポーツイベント、スポーツ合宿は、スポーツの推進はもとより、

交流人口の拡大や地域経済の活性化に寄与します。

本市においても人口減少が進む中、まちづくり・地域活性化を図るため、大規模なスポーツ大会・

スポーツイベントの開催支援や、スポーツ合宿の誘致に取り組みます。 

また、スポーツを通じ人々のつながりが深まることは、地域の一体感や活力の醸成に結びつくこ

とから、地域のスポーツ活動を支援し、外国人市民なども地域の一員としてスポーツに親しむ機会

の提供に取り組みます。 

【基本施策】 

 スポーツを通じた交流人口の拡大【重点】  

種目別競技協会が誘致する市外からの参加者や観戦者が集まり、市民の競技力向上にもつ

ながる大規模なスポーツ大会・スポーツイベントの開催を支援します。 

また、市内のスポーツ施設を有効活用し、市内のチームなどとの交流による競技力向上や

交流人口の拡大を図るため、関係団体と連携したスポーツ合宿の誘致に取り組みます。 

 スポーツを通じた地域コミュニティの活性化 

スポーツは、住民同士のつながりを深め、地域に活力を生みだす効果が期待されるため、

スポーツ推進委員を地域行事に派遣し、また、地区体育協会や地域協働体が行う活動を支援

し、地域の多世代が一緒にスポーツに親しむ機会の創出・提供に取り組みます。 

主な取組 取組の概要 

1 
ネーミングライツの

実施 

スポーツ施設へのネーミングライツ実施により、安定した施設運

営を図る 

２ 
スポーツ大会への企

業協賛 

スポーツ大会を継続的に開催していくため、民間企業とのスポン

サーシップを醸成する 

３ 
民間スポーツクラブ

の資源の活用 

民間スポーツクラブとの連携により、民間事業者が持つ設備やノ

ウハウを活用する 

主な取組 取組の概要 

1 

大規模 なス ポーツ大

会・スポーツイベント

の開催支援【再掲】 

種目別競技協会などが誘致する大規模なスポーツ大会やスポーツ

イベントの開催を支援する 

2 スポーツ合宿の誘致 

いわてスポーツコミッション、一関市観光協会、一関商工会議所、

種目別競技協会、市内宿泊施設等と連携を図りながら、本市の情報

発信を積極的に行い、スポーツ合宿誘致を促進する 

主な取組 取組の概要 

１ 
スポーツ推進委員の派

遣【再掲】 

PTA、地域団体、老人クラブ等が行うスポーツ・レクリエーショ

ン事業にスポーツ推進委員を派遣する 
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外国人市民などとのスポーツ交流 

グローバル社会の進展に伴い、今後、本市においても在住する外国人の増加が予想される

ことから、多文化共生社会の実現に寄与するため、一関市国際交流協会、一関市スポーツ協

会と連携し、外国人市民などとのスポーツ交流を支援します。 

２ 
地区体育協会への支援

【再掲】 

一関市スポーツ協会と連携し、地域スポーツ活動の普及奨励を行

う地区体育協会を支援する 

主な取組 取組の概要 

１ 
外国人市民などとのス

ポーツ交流の支援 

一関市国際交流協会、一関市スポーツ協会と連携し、外国人市民

などとのスポーツを通じた交流活動を支援する 
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第５章 計画の推進

１ 計画の評価指標 

       ２ 計画の推進体制 

       ３ 計画の進行管理 

第５章 計画の推進 
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第５章 計画の推進

計画の推進 

１ 計画の評価指標                              

一関市総合計画前期基本計画  

指  標 単位 現状値 
目標値 

【令和 12 年度末】 
備考 

１ 
全国規模の大会への出

場者数 
人 

令和６年度 

222 人 
258 人 

現状値に対して概ね

16％の増を目指す 

 ※目標値については、過去の伸び率に努力目標を加えたものに、本市の人口推計による

人口減少の影響を加味して設定した。 

 本計画で設定する指標 

指  標 単位 現状値 
目標値 

【令和 12 年度末】
備考 

１ 

日常的（週に数回程度

以上）にスポーツをし

ている市民の割合 

％ 
令和７年度 

24.7％ 
28％ 

現状値に対して概ね

15％の増を目指す 

2 

日常的（週に数回程度

以上）にスポーツをみ

ている市民の割合 

％ 
令和７年度 

39.4％ 
45％ 

3 

日常的（週に数回程度

以上）にスポーツをさ

さえている市民の割合 

％ 
令和７年度 

6.4％ 
7％ 

４ 

スポーツを通じてつな

がる機会の件数 

（スポーツ大会・スポ

ーツイベント・スポー

ツ合宿・地域スポーツ

行事の合計数） 

件 
令和６年度 

260 件 
299 件 

※１の目標値については、前計画の現状値の水準まで回復させることを目標にした。 

なお、２から４の目標値については、１の目標値の伸び率を準用した。 

２ 計画の推進体制                            

計画を効果的に推進するため、行政はもとより、市民、地域団体、スポーツ関係団体、民間企業等

の各主体が、それぞれの役割を分担しながら連携・協働していくことが必要であり、各主体に求め

られる役割は次のとおりです。 

 行政（市） 

  庁内のスポーツ振興、健康づくり、高齢福祉、障がい福祉、学校教育、観光振興等の担当部署

が一体となってスポーツ施策を展開するとともに、スポーツ関係団体と密に連携し、また、県

や周辺市町などとも情報共有や緊密な連携を図りながら、市のスポーツ施策を推進します。

第５章 
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 市民 

    市民は、スポーツ活動の主体であり、生涯にわたってスポーツを「する」「みる」「ささえる」

といった多様な形で、またライフスタイルやライフステージに応じ、自発的にスポーツに取り

組むことが求められます。 

 地域団体 

    自治会などの地域団体は、地域行事にスポーツを取り入れ、地域住民が気軽にスポーツに親

しむ機会を提供するとともに、スポーツを通じた地域間交流や仲間づくりを促進することが求

められます。 

 一関市スポーツ協会ほかスポーツ関係団体 

    行政や各団体との連携を強化し、市民が生涯にわたってスポーツに親しむ機会の充実を図る

とともに、市民の体力づくりや健康づくりの実践、競技スポーツの普及、競技人口の拡大、競技

力の向上につながる活動の展開が求められます。 

 スポーツ推進委員 

自らのスポーツ知識の修得と指導技術の向上を図るとともに、行政と市民のパイプ役となり、

地域住民のニーズに合ったスポーツの普及啓発や実技指導などを行い、地域スポーツのコーデ

ィネーターとして地域スポーツを推進していくことが求められます。 

 総合型地域スポーツクラブ 

    地域住民が主体となって運営している特性を活かし、地域住民の興味・関心やレベルに応じ

た様々なスポーツ活動を継続的に行える場や機会を創出していくことが求められます。 

 学校 

    学校体育活動を通じて、児童生徒の健康の保持増進や体力の向上などを図るとともに、市立

小・中学校においては、市民に学校体育施設を開放し、より身近にスポーツ活動に親しめる環境

を提供します。 

 民間企業 

    スポーツについての理解を深め、企業が持つ人材、資金、情報、施設などの資源を活かし、事

業活動や社会貢献活動を通して、市民のスポーツ活動を後押ししていくことが求められます。 
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３ 計画の進行管理                              

計画の推進にあたっては、Plan（計画する）、Do（実行する）、Check（評価する）、Action（改

善する）の「ＰＤＣＡ」サイクルで計画の進行管理を行います。

また、スポーツ関係団体、学校関係者、まちづくりスタッフなどで構成する一関市スポーツ推進

審議会において計画の進捗状況や施策の効果などを検証・評価し、必要に応じて施策や事業の見直

し、改善を行いながら、計画の着実な推進を図ります。 

Do（実行） 

・事業の実施 

Check（評価） 

・指標の評価 
・施策や事業の成果の評価 

Action（改善） 

・施策や事業の見直しの 
検討、改善 

Plan（計画） 

・スポーツ推進計画策定 
・見直し、改善後の計画 

ＰＤＣＡサイクル 
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資料編

 １ スポーツ活動・施設のあり方に関する意識調査 

      ２ スポーツ関係団体との懇談会 

      ３ これからの一関市のスポーツを考えるワークショップ 

      ４ 一関市スポーツ推進審議会委員名簿 

      ５ 計画策定の経過 

６ スポーツ施設一覧 

資料編       
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１ スポーツ活動・施設のあり方に関する意識調査

１ 調査の目的

本市のスポーツやレクリエーションの現状・課題を明らかにし、市民ニーズに即した施策に反映し

ていくことを目的に、また、「一関市スポーツ推進計画（計画期間：令和３年度～令和７年度）」におけ

る進捗の確認や評価、さらに次期計画策定の基礎資料とすることを目的に実施。 

２ 調査内容

 調査対象 令和７年６月 30 日現在、一関市に居住する満 18 歳から 80 歳の 2,000 人 

 抽出方法 住民基本台帳からの無作為抽出 

 調査方法 郵送による配布・回収、オンラインによる回答 

 調査期間 令和７年８月８日（金）～８月 29 日（金） 

３ 回収結果

   回収数 685（回収率 34.25％） 

問１　あなたのお住まいの地域をお答えください。（１つ選択）

回答数 ％

一関 329 48.0%

花泉 84 12.3%

大東 65 9.5%

千厩 73 10.7%

東山 26 3.8%

室根 26 3.8%

川崎 29 4.2%

藤沢 53 7.7%

合計 685 100.0%

問２　あなたの年代をお答えください。（１つ選択）

回答数 ％

10代 7 1.0%

20代 32 4.7%

30代 56 8.2%

40代 97 14.2%

50代 134 19.6%

60代 175 25.5%

70代以上 183 26.7%

無回答 1 0.1%

合計 685 100.0%

一関

48.0%

花泉

12.3%

大東

9.5%

千厩

10.7%

東山

3.8%

室根

3.8%

川崎

4.2% 藤沢

7.7%

10代

1.0%

20代

4.7%

30代

8.2%

40代

14.2%

50代

19.6%
60代

25.5%

70代以上

26.7%

無回答

0.1%
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問３　あなたの職業をお答えください。（１つ選択）

回答数 ％

学生 13 1.9%

会社員 242 35.3%

自営業 58 8.5%

専業主婦（夫） 56 8.2%

公務員    49 7.2%

パート・アルバイト 83 12.1%

無職 136 19.9%

その他 33 4.8%

無回答 15 2.2%

合計 685 100.0%

問４　あなたの性別をお答えください。（１つ選択）

回答数 ％

男性 327 47.7%

女性 353 51.5%

答えたくない 4 0.6%

無回答 1 0.1%

合計 685 100.0%

問６　あなたは、どのスポーツ活動が好きですか。（複数回答）

学生

1.9%

会社員

35.3%

自営業

8.5%

専業主婦

（夫）

8.2%

公務員

7.2%

パート・ア

ルバイト

12.1%

無職

19.9%

その他

4.8%

無回答

2.2%

男性

47.7%女性

51.5%

答えたくな

い

0.6%

無回答

0.1%

0 100 200 300 400 500
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問７-１　あなたは、スポーツをする活動をどの程度行っていますか。（１つ選択）

回答数 ％

１．毎日 35 5.1%

２．週に数回程度 134 19.6%

３．月に数回程度 79 11.5%

４．年に数回程度    73 10.7%

５．ほとんど行っていない 184 26.9%

６．全く行っていない 169 24.7%

無回答 11 1.6%

合計 685 100.0%

問７-２　あなたは、スポーツをみる活動をどの程度行っていますか。（１つ選択）

回答数 ％

１．毎日 82 12.0%

２．週に数回程度 188 27.4%

３．月に数回程度 106 15.5%

４．年に数回程度    114 16.6%

５．ほとんど行っていない 97 14.2%

６．全く行っていない 90 13.1%

無回答 8 1.2%

合計 685 100.0%

問７-３　あなたは、スポーツをささえる活動をどの程度行っていますか。（１つ選択）

回答数 ％

１．毎日 2 0.3%

２．週に数回程度 42 6.1%

３．月に数回程度 27 3.9%

４．年に数回程度    62 9.1%

５．ほとんど行っていない 170 24.8%

６．全く行っていない 357 52.1%

無回答 25 3.6%

合計 685 100.0%

問８　あなたは、スポーツをする活動を日常的に行ってますか。（１つ選択）

回答数 ％

１．行っている 188 27.4%

２．行っていない 434 63.4%

無回答 63 9.2%

合計 685 100.0%

１．毎日

5.1%

２．週に数

回程度

19.6%

３．月に数回程度

11.5%

４．年に数回

程度

10.7%

５．ほとん

ど行ってい

ない

26.9%

６．全く行っ

ていない

24.7%

無回答

1.6%

１．毎日

12.0%

２．週に数

回程度

27.4%

３．月に数回程度

15.5%

４．年に数回

程度

16.6%

５．ほとん

ど行ってい

ない

14.2%

６．全く行っ

ていない

13.1%

無回答

1.2%

１．毎日

0.3%
２．週に数回

程度

6.1%３．月に数回程度

3.9%

４．年に数回

程度

9.1%

５．ほとん

ど行ってい

ない

24.8%

６．全く行ってい

ない

52.1%

無回答

3.6%

１．行って

いる

27.4%

２．行ってい

ない

63.4%

無回答

9.2%
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問８-１　行っている理由をお答えください。（複数回答）

問８-２　行っていない理由をお答えください。（複数回答）

問９　あなたは、スポーツをする活動を主にどこで行っていますか。（複数回答）

問10　あなたの主なスポーツをする活動は何ですか。（複数回答）
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問11　あなたは、スポーツをみる活動を日常的に行ってますか。（１つ選択）

回答数 ％

１．行っている 362 52.8%

２．行っていない 260 38.0%

無回答 63 9.2%

合計 685 100.0%

問11-１　行っている理由をお答えください。（複数回答）

問11-2　行っていない理由をお答えください。（複数回答）

問12　あなたは、スポーツをみる活動を主にどこで行っていますか。（複数回答）

１．行って

いる

52.8%

２．行ってい

ない

38.0%

無回答

9.2%
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問13　あなたが主にみているスポーツは何ですか。（複数回答）

問14　あなたは、スポーツをささえる活動を日常的に行っていますか。（１つ選択）

回答数 ％

１．行っている 79 11.5%

２．行っていない 590 86.1%

無回答 16 2.3%

合計 685 100.0%

１．行って

いる

11.5%

２．行ってい

ない

86.1%

無回答

2.3%
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問15　あなたは、どのようなささえるスポーツ活動を行っていますか。（複数回答）

問16　あなたが、スポーツをささえる活動を行う理由は何ですか。（複数回答）

問17　あなたは、スポーツをささえる活動を主にどこで行っていますか。（複数回答）
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回答数 ％

１．よく参加する                                 　　 19 2.8%

２．何回か参加したことがある      147 21.5%

３．実施していることは知っているが、参加したことはない         297 43.4%

４．実施していることを知らない 217 31.7%

無回答 5 0.7%

合計 685 100.0%

問20　あなたが、（一関市スポーツ協会が実施している）スポーツ事業に参加しない理
由は何ですか。（複数回答）

問19　あなたは、一関市スポーツ協会が実施しているスポーツ教室やスポーツ大会等の
スポーツ事業に参加したことがありますか。（１つ選択）

問18　あなたが、条件が整えばやってみたいと思うスポーツ活動（する、みる、ささえ
る） は何ですか。（複数回答）

問21　あなたが参加してみたい、あるいは今後実施して欲しいスポーツ教室等のスポー
ツ事業はありますか。（複数回答）

１．よく参

加する

2.8%

２．何回か参

加したことが

ある…

３．実施して

いることは

知っている…

４．実施して

いることを知

らない…

無回答

0.7%
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回答数 ％

１．派遣事業を利用したことがある                       45 6.6%

２．派遣事業は知っているが利用したことはない 151 22.0%

３．派遣事業を知らない 479 69.9%

無回答 10 1.5%

合計 685 100.0%

問24　市のスポーツ施設をどの程度利用しますか。過去１年間でご回答ください。（１つ選択）

回答数 ％

１．週に３日以上 12 1.8%

２．週に１日～２日 46 6.7%

３．月に１日～３日 43 6.3%

４．３ヶ月に１日～３日 26 3.8%

５．年に１日～３日 82 12.0%

６．利用していない 454 66.3%

無回答 22 3.2%

合計 685 100.0%

問25　市のスポーツ施設をどのような目的で利用しますか。（複数回答）

問22　あなたは、スポーツ推進委員が市内各地域で行われるＰＴＡや地域のレクリエー
ション活動で、ニュースポーツ活動等の実技指導を行う派遣事業があることを知ってい
ますか。（１つ選択）

問23　あなたが主に利用する市のスポーツ施設はどこですか。主に利用する施設の種類
を最大３つまで選んで、よく使う施設の名前を入力してください。（複数回答）

１．派遣事業を

利用したことが

ある…

２．派遣事業は知っ

ているが利用したこ

とはない…

３．派遣事業

を知らない

69.9%

無回答

1.5%

１．週に３日以

上

1.8%

２．週に１日～２日

6.7%

３．月に１日

～３日

6.3%

４．３ヶ月

に１日～３

日…５．年に１

日～３日

12.0%

６．利用していな

い

66.3%

無回答

3.2%
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問26　市のスポーツ施設を利用しない理由は何ですか。（複数回答）

問27　あなたは、市のスポーツ施設についてどのようにお考えですか。（１つ選択）

回答数 ％

１．施設は十分に備わっており、満足している 33 4.8%

２．施設は比較的備わっており、おおむね満足している 162 23.6%

３．十分な施設が備わっておらず、満足していない  76 11.1%

４．よくわからない 403 58.8%

無回答 11 1.6%

合計 685 100.0%

問28　市のスポーツ施設の満足度について教えてください。（１つ選択）

回答数 ％

１．満足している　 48 7.0%

２．やや満足している　 137 20.0%

３．やや不満である　 62 9.1%

４．不満である 31 4.5%

５．わからない 394 57.5%

無回答 13 1.9%

合計 685 100.0%

回答数 ％

１．利用率が低い施設 125 18.2%

２．老朽化が著しい施設、耐用年数が超過している施設 343 50.1%

３．類似施設が市内や近隣市町にある施設 30 4.4%

４．経費に比して収入が少ない施設 27 3.9%

５．特定の個人や団体の利用が多い施設 59 8.6%

６．その他 39 5.7%

無回答 62 9.1%

合計 685 100.0%

問29　公共スポーツ施設の見直しを行う際には、どのような施設を優先して見直すべき
と思いますか。あなたの考えに近いものを教えてください。（１つ選択）

１．施設は十分に備わって

おり、満足している

4.8%

２．施設は比較的備わって

おり、おおむね満足してい

る

23.6%

３．十分な施設が備わってお

らず、満足していない

11.1%

４．よくわからない

58.8%

無回答

1.6%

１．満足している

7.0%

２．やや満足している

20.0%

３．やや不満である

9.1%

４．不満である

4.5%

５．わからな

い

57.5%

無回答

1.9%

１．利用率が低い施設

18.2%

２．老朽化が著しい施設、耐

用年数が超過している施設

50.1%

３．類似施設が市

内や近隣市町にあ

る施設…

４．経費に比して

収入が少ない施設

3.9%

５．特定の個

人や団体の利

用が多い施…

６．その他

5.7%

無回答

9.1%
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回答数 ％

１．新しい施設の整備を優先していくべき 126 18.4%

２．既にある施設の改修を優先していくべき 420 61.3%

３．特に何もせず、現状のままで良い 55 8.0%

４．その他 37 5.4%

無回答 47 6.9%

合計 685 100.0%

回答数 ％

１．市民にとって身近で、気軽に利用できる施設を重視 469 68.5%

２．本格的な練習や公的な大会（市～東北大会）に利用できる本格的な競技施設を重視 91 13.3%

３．全国大会やプロスポーツに利用できる先進的な施設を重視 63 9.2%

４．その他 22 3.2%

無回答 40 5.8%

合計 685 100.0%

問32　市のスポーツ施設としてもっと充実して欲しい施設は何ですか。（１つ選択）

回答数 ％

１．体育館          195 28.5%

２．野球場・ソフトボール場               47 6.9%

３．サッカー・ラグビー場 15 2.2%

４．テニスコート           12 1.8%

５．陸上競技場 6 0.9%

６．多目的グラウンド              67 9.8%

７．水泳プール 50 7.3%

８．その他 107 15.6%

９．特になし 147 21.5%

無回答 39 5.7%

合計 685 100.0%

問33　あなたが地域のスポーツ活動に期待する効果は何ですか。（複数回答）

問30　今後の公共スポーツ施設の整備や改修の方向性について、あなたの考えに近いも
のを教えてください。（１つ選択）

問31　今後の公共スポーツ施設のあり方について、あなたの考えに近いものを教えてく
ださい。（１つ選択）

１．新しい施設の整備を

優先していくべき

18.4%

２．既にある施設の改修を優先してい

くべき

61.3%

３．特に何もせず、

現状のままで良い

8.0%

４．その他

5.4%

無回答

6.9%

１．市民にとって身近

で、気軽に利用できる施

設を重視…

２．本格的な練習や公的な大会（市～東北大

会）に利用できる本格的な競技施設を重視

13.3%

３．全国大会やプロス

ポーツに利用できる先進

的な施設を重視

9.2%

４．その他

3.2%
無回答

5.8%

１．体育館

28.5%

２．野球場・ソフトボール

場

6.9%

３．サッカー・ラグビー

場

2.2%

４．テニス

コート…
５．陸上競技

場…

６．多目的グラウ

ンド…

７．水泳プー

ル…

８．その

他…

９．特にな

し

21.5%

無回答

5.7%
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問34　あなたは、今後一関市において、生涯に渡ってスポーツを行な
うために何が必要だと思いますか。（複数回答）

問35　あなたは、今後一関市の競技スポーツを推進するために何が必
要だと思いますか。（複数回答）
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２ スポーツ関係団体との懇談会                        

１ スポーツ推進委員との懇談会 

 開催日  令和７年 10 月 16 日（木） 

 会 場  一関市役所本庁大会議室 

 テーマ  ・スポーツ推進委員活動の現状と課題について 

         ・市民がスポーツを日常生活に取り入れることについて 

 参加者数 22 名

 ＜主な意見など＞ 

スポーツ推進委員の活動について 

・有休をとって活動に参加することもあり、職場の理解も必要である。 

・委員の活動で有休をとりやすい環境になってほしい。 

・活動に参加する委員は固定化されてきており、委員の半分は顔もわからない状況である。 

・市民センターと協力して地元のスポーツ行事を行っているし、地区体育協会ともコミュニケ

ーションをとりながら進めている。 

・自分の住んでいる地域全体では、懇親会を企画し、委員のコミュニケーションをとるように

している。 

・ルールを覚えるためにも、研修会には参加している。 

・地区体育協会と連携して、スポーツ推進事業を企画している。 

・委員として地域との関わりはあまりない、高齢者でも参加しやすい企画があれば、関わりが

増えてくるのかなと思う。 

・スポーツをすることが楽しいということを広げていくことも委員の一つの仕事と思ってい

る。 

・新しく入った委員には、最初に講習を行い、１～２年でルールを覚えてもらう機会を多くす

る必要がある。 

・一人で従事した時に３つニュースポーツを実施したが、委員はルールを把握していないと従

事は難しいので、研修会である程度把握することが必要である。 

スポーツ推進委員の派遣ついて 

・参加者の人数に対して派遣委員の数が少ない場合があり、知り合いの参加者に手伝いをお願

いしたりもした。 

・自分の住んでいる地域では７人の委員を派遣要請に対してローテーションで対応している。 

・他地域からの要請に対して協力することが多い。 

・近年、派遣依頼が多くなってきており、依頼する人たちも口コミで増えているのではないか。 

・仕事をしているので、早めに依頼があれば休みをとって参加している。 

・時間が合うときにボランティアとして参加するという感覚なので、例えば仕事の一部という

感覚であれば、参加する委員は増えるのではないか 

・２年で変わる委員もあり、それではルールを覚えるのも難しく、それが悪循環となって、わ

からないから参加しないとなっている。 
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委員の選出について 

・能力とか興味がある適任者は市内にたくさんいるのではないかと思うので、公募による委員

の選考も検討してはどうか。 

・意欲のある人や時間的に余裕がある方という条件で公募するのもよいのではないか。 

・地域には、なり手がいなく、やってくれる人には役職が集まってしまう。 

・定年も延長されて難しくなっている。 

・参加できる人を探すということを目標にしてやらなければ、他の委員にも負担がかかる。 

・次の委員に誰かいないかと探しても実際引き受けてくれる人はいない。 

・地区体育協会も高齢化してきて、推薦できる人がみつからない。 

・行事にできる限り参加して委員の活動をＰＲしていかないと、次のなり手がみつからなくな

るのではないか。

スポーツ推進について 

・参加しやすい競技を工夫した方が参加者は増え交流できる。 

・バス通学が多くなり、歩いているこどもが少なくなっていると感じている。 

・以前の高校生は自転車が多かったが、少なくなっていると感じている。 

・自然に運動できる環境が少なくなっているのではないか。 

・健康な体には、日常に運動を取り入れることが一番効果的と思う。 

・簡単に毎日やれることから段々増やしていく取組があればいいのではないか。 

・モルック大会に孫と一緒に参加したとき、大会に出場するために孫と練習し、目標を持つと

いうことが、大切だと感じた。 

・親と子のつながりの中でスポーツを取り入れ、ただやるのではなく、大会で優勝するという

目標があれば、継続して練習するのかなと、小さい頃からスポーツに取り組むようになれば、

日常生活にスポーツを取り入れるようになるのではないか。 

・スポーツをしたい人が自由にできる環境が、地域ごとにあれば親しむ機会が増えてよいので

はないかと思う。 

・様々なスポーツ教室があるが、終わった後にも活動を継続したい参加者が自主的にサークル

を立ち上げるための支援があればいいなと思う。
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２ スポーツ関係団体との懇談会 

開催日 会場 対象 参加団体数 

令和７年 

８月 28 日（木） 

一関市産業教養 

文化体育施設 

・一関市スポーツ協会 

・種目別競技協会 

・総合型地域スポーツクラブ 

・小学校・中学校・高等学校 

の各体育連盟 

10 団体（屋外競技） 

令和７年 

９月３日（水） 

一関市産業教養 

文化体育施設 
９団体（屋内競技） 

テーマ：「各団体における現状と課題について」 

「これからの一関市のスポーツ推進に求めることについて」 

※ 主な意見などについては、16～17 ページに掲載しています。 

３ これからの一関市のスポーツを考えるワークショップ

開催日 対象地区 会  場 対 象 者 参加者数 

令和７年 

６月 25 日(水) 
大東・東山地域 摺沢市民センター 

各地区体育協会 

スポーツ少年団 

小・中学校ＰＴＡ 

地域協働体 

の関係者 

17 名 

令和７年 

６月 27 日(金) 

一関地域（真滝・

弥栄地区）、花泉

地域 

花夢パル 20 名 

令和７年 

７月１日(火) 

千厩、室根、川崎、

藤沢地域 
千厩市民センター 24 名 

令和７年 

７月３日(木) 

一関地域（一関･

山目･中里･厳美･

萩荘･舞川地区） 

一関ヒロセユードーム 25 名 

テーマ：「生涯を通じてのスポーツ活動をどうしていくか」 

「スポーツ団体の育成・支援」 

「スポーツ施設」 

※ 主な意見などについては、21～22 ページに掲載しています。 
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４ 一関市スポーツ推進審議会委員名簿                    

（任期：令和６年１月 30 日～令和８年１月 29 日）

役職名 氏  名 備 考 

会長 平野 和彦 一般社団法人一関市スポーツ協会 常務理事 

副会長 須藤 光子 一関市スポーツ推進委員協議会 副会長 

委員 阿部 富美雄 一関市老人クラブ連合会 一関支部体育部長 

委員 伊藤 成子 一関市陸上競技協会 副会長 

委員 及川 加奈子 藤沢町体育協会 事務局 

委員 及川 圭二 一関市バレーボール協会 副理事長 

委員 小野寺 勝 上折壁体育協会 会長 

委員 小幡 和夫 一関市スポーツ指導者協議会 理事 

委員 亀谷 キイ子 一関市バウンドテニス協会 副会長 

委員 菊池 正人 一関地方小学校体育連盟 副会長 

委員 清田 博美 特定非営利活動法人グッジョブクラブ 理事長 

委員 佐々木 賢治 一関市サッカー協会 会長 

委員 佐々木 貴浩 一関市 PTA 連合会 理事 

委員 佐藤 義行 一関市スポーツ少年団本部 本部長 

委員 千葉 京子 一関市保健推進委員協議会 理事 

委員 千葉 美幸 一関商工会議所観光部会 副部会長 

委員 沼倉 恵子 まちづくりスタッフバンク 

委員 橋本 ゆかり 岩手県高等学校体育連盟県南支部 支部長 

委員 藤原 洋 一関地方中学校体育連盟 副会長 

委員 渡邉 和貴 
㈱フージャースウェルネス＆スポーツ 

スポーツアカデミー一関 店長代理 

 ※氏名五十音順（会長及び副会長を除く）・敬称略 

＜事務局＞ 

 ・ まちづくり推進部長  小野寺 愛人 

 ・ まちづくり推進部次長兼スポーツ振興課長  平石 剛 

 ・ スポーツ振興課長補佐兼スポーツ施設係長  小野寺 孝良 

 ・ スポーツ振興課スポーツ交流係長  濱井 大輔 

 ・ スポーツ振興課 主査  阿部 和恵 

 ・ スポーツ振興課 主任主事 菊地 海人 
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５ 計画策定の経過                              

年 月 日 会議名等 内 容

令和７年 

５月 12 日（月） 
第１回一関市スポーツ推進審議会

・市長より諮問 

・推進計画策定に係る説明

６月 25 日（水） 

27 日（金） 

７月  １日（火） 

３日（木）

これからの一関市のスポーツを考

えるワークショップ 

【対象】 

各地区体育協会、スポーツ少年団、 

小・中学校ＰＴＡ、地域協働体

・生涯を通じてのスポーツ活動をどう

していくか 

・スポーツ団体の育成・支援 

・スポーツ施設

８月  ８日（金） 

～29 日（金）

スポーツ活動・施設のあり方に関す

る意識調査

・スポーツ活動について 

・スポーツ事業について 

・スポーツ施設について 

・スポーツ施策について

８月 28 日（木） 

９月  ３日（水）

スポーツ関係団体との懇談会 

【対象】 

一関市スポーツ協会、種目別競技協

会、総合型地域スポーツクラブ、小

中高体育連盟

・各団体における現状と課題について 

・これからの一関市のスポーツ推進に

求めることについて

９月 22 日（月） 第２回一関市スポーツ推進審議会

・ワークショップ及び懇談会の概要報

告について 

・の基本目標（案）及び基本施策（案）

について

10 月 16 日（木） スポーツ推進委員との懇談会

・スポーツ推進委員活動の現状と課題

について 

・市民がスポーツを日常生活に取り入

れることについて

10 月 23 日（木）
一関市観光協会及び一関商工会議

所との意見交換

・これからの一関市のスポーツを通じ

た交流人口の拡大について

11 月 14 日（金） 第３回一関市スポーツ推進審議会 ・計画の素案について 

令和８年 

１月 28 日（水）
第４回一関市スポーツ推進審議会

・計画の最終案について 

・答申（案）について 

・市長への答申

２月  ４日（水） 一関市議会 総務常任委員会 ・計画案の説明

２月  ４日（水） 

～２月 17 日（火） 
パブリックコメント ・計画案に対する意見を市民から募集
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６ スポーツ施設一覧                            

（令和８年４月１日現在） 

通し 
番号 

施設区分 施設名 
所在
地域 

建築 
年度 

指定
管理 

１ 

水泳プール 

 一関水泳プール 一関 Ｈ24 ○ 

２  花泉水泳プール 花泉 Ｓ47 ○ 

３  東山Ｂ＆Ｇ海洋センター 東山 Ｓ60 ○ 

４  藤沢Ｂ＆Ｇ海洋センター 藤沢 Ｈ５ ○ 

５ 

野球場 

 一関運動公園野球場 一関 Ｈ４ ○ 

６  東台野球場 一関 Ｓ60 ○ 

７  花泉運動公園野球場 花泉 Ｓ59 ○ 

８  大東野球場 大東 Ｓ62 ○ 

９  伊勢館公園野球場 大東 Ｓ58 〇 

１０  千厩野球場 千厩 Ｓ50 ○ 

１１  東山球場 東山 Ｓ63 ○ 

１２  室根野球場 室根 Ｈ９ ○ 

１３ 

テニスコート 

 一関運動公園テニスコート 一関 Ｈ元 ○ 

１４  花泉運動公園テニスコート 花泉 Ｈ４ ○ 

１５  花泉テニスコート 花泉 Ｓ56 ○ 

１６  春日公園テニスコート 大東 Ｓ55 

１７  清田テニスコート 千厩 Ｈ２ ○ 

１８  千厩多目的グラウンドテニスコート 千厩 Ｈ７ ○ 

１９  東山テニスコート 東山 Ｈ元 ○ 

２０  室根テニスコート 室根 Ｈ８ ○ 

２１  川崎テニスコート 川崎 Ｈ９ ○ 

２２  藤沢テニスコート 藤沢 Ｓ61 ○ 

２３ 陸上競技場  一関運動公園陸上競技場 一関 Ｈ８ ○ 

２４ 

多目的 

グラウンド 

 一関運動公園多目的広場 一関 Ｈ５ ○ 

２５  花泉運動公園多目的競技場 花泉 Ｈ２ ○ 

２６  大東グラウンド 大東 Ｈ元 ○ 

２７  春日グラウンド 大東 Ｈ３ 

２８  千厩多目的グラウンド運動広場 千厩 Ｈ７ ○ 

２９  東山多目的グラウンド 東山 Ｈ４ ○ 

３０  室根多目的グラウンド 室根 Ｈ９ 〇 

３１  川崎運動広場 川崎 Ｈ８ ○ 

３２  藤沢運動広場 藤沢 Ｓ45 ○ 

３３ 
サッカー・ 

ラグビー場 

 一関サッカー・ラグビー場 一関 Ｈ26 ○ 

３４  萩荘サッカー場 一関 Ｈ９ ○ 

３５  千厩多目的グラウンドサッカー場 千厩 Ｈ６ ○ 
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通し 
番号 

施設区分 施設名 
所在
地域 

建築 
年度 

指定
管理 

３６ 
ソフトボール場 

 一関運動公園ソフトボール場 一関 Ｈ７ ○ 

３７  千厩多目的グラウンドソフトボール場 千厩 Ｈ７ ○ 

３８ 

体育館 

 一関市総合体育館 一関 Ｈ10 ○ 

３９  東口体育館 一関 Ｓ63 ○ 

４０  花泉体育館 花泉 Ｓ54 ○ 

４１  花泉第二体育館 花泉 Ｓ43 ○ 

４２  大東体育館 大東 Ｓ57 ○ 

４３  大東バレーボール記念館 大東 Ｈ６ 〇 

４４  大東勤労者体育センター 大東 Ｈ２ 

４５  千厩体育館 千厩 Ｓ41 ○ 

４６  東山総合体育館 東山 Ｈ10 ○ 

４７  東山農村勤労福祉センター 東山 Ｓ61 ○ 

４８  室根体育館 室根 Ｓ61 ○ 

４９  川崎体育センター 川崎 Ｈ８ ○ 

５０  藤沢体育館 藤沢 Ｓ52 ○ 

５１  藤沢スポーツプラザ 藤沢 Ｓ61 ○ 

５２ 
武道館 

 一関武道館 一関 Ｓ58 ○ 

５３  千厩武道館 千厩 Ｈ３ ○ 

５４ 弓道場  花泉弓道場 花泉 Ｈ４ ○ 

５５ 
キャンプ場 

 飛ヶ森キャンプ場 千厩 Ｓ38 ○ 

５６  黄金山キャンプ場 千厩 Ｓ60 ○ 

５７ パークゴルフ場  唐梅館パークゴルフ場 東山 Ｈ12 ○ 

５８ 
クラブハウス 

 唐梅館総合公園クラブハウス えぽっく 東山 Ｈ３ ○ 

５９  ニコニコドーム 藤沢 Ｈ７ ○ 

６０ スケート場  千厩アイスアリーナ 千厩 Ｈ５ ○ 

６１ ゲートボール場  すぱーく藤沢 藤沢 Ｈ７ ○ 

６２ 

その他 

 一関市産業教養文化体育施設 一関 Ｈ６ ○ 

６３  藤沢ニコニコヘルス 藤沢 Ｈ６ ○ 

６４  藤沢スポーツランド 藤沢 Ｈ３ ○ 

＜根拠条例＞ 

 一関市スポーツ施設条例、一関市産業教養文化体育施設条例、一関市藤沢ニコニコヘルス条例、

一関市藤沢スポーツランド条例
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